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― 巻 頭 言 ―

地域社会へのさらなる貢献を目指して

—地域テクノセンターの役割—

本校は昭和 38 年に国立高等専門学校の第二

期校として設置されました。本校は、「誠実・進

取・協調」を校訓に、産業システム工学科のも

とに、「機械・医工学コース」、「電気情報工学コ

ース」、「マテリアル・バイオ工学コース」なら

びに「環境都市・建築デザインコース」の 4 コ

ースを設置しています。従来の機械システムデ

ザインコースを令和 3 年度には機械・医工学コ

ースに名称変更し、医工学分野への人材輩出を

目指しています。さらに専攻科も設置されてお

り、専門的かつ創造的な工学技術者を輩出して

おります。

令和 5 年度になり、新型コロナの感染対策も

新しい段階を迎えています。いままで制限され

ていたさまざまな活動も、少しずつ再開されて

いくことと思います。地域の皆様との対面での

面会も再開できるものと期待しています。

本校における地域社会への貢献を担う研究施

設として「地域テクノセンター」があります。

センターでは、学科教員等の研究成果を通して

先駆的、独創的且つ幅広い視野に立脚した実践

的技術者を養成するとともに、産・学・官交流

の拠点として、また、地域企業との共同研究等

の場を通して地域への技術的貢献を積極的に行

い、地域社会の発展に寄与することを目的とし

て次の事業を実施しております。(1)産・学・官

交流に関する事業、(2)地域企業に対する技術指

導・助言、(3)共同研究のマッチング事業及び共

同研究の推進、(4)受託研究及び試験研究の実施、

(5)公開講座、地域開放特別事業の実施、(6)講演

会及び講習会の実施、(7)地域企業等で主催する

講演会及び講習会への協賛・協力並びに講師派

遣、(8)学内における共同教育研究の促進。

本年度は環境都市・建築デザインコースの南

將人教授がテクノセンター長、副テクノセンタ

ー長は機械・医工学コースの森大祐准教授と総

合科学教育科の河村信治教授の 2 名、またこの

ほか、工藤憲昌産学交流・キャリア教育支援コ

ーディネータ及び阿部孝悦産学交流・キャリア

教育支援コーディネータがおり、受入体制も整

備しております。本報はこのような本校の研

究・教育活動等の事業について、より多くの皆

様にご理解頂くための一助として、発刊いたし

ました。

本報が地域企業の皆様と本校・産業技術振興

会会員企業同士・産学官それぞれの連携・協力

活動のより一層の発展のための架け橋となるこ

とを期待するところです。共同研究や技術相談

等ございましたら、ご遠慮なく地域テクノセン

ターあるいは教員までお問い合わせいただくよ

うにお願い申し上げます。

令和元年から行っておりました、本センター

の改築工事も終了し、皆様には新しくなったセ

ンターにお出でいただけることになりました。

令和元年度に一般財団法人「はちのへ科学技

術研究会」が発足しております。本財団は、産

業技術振興会と協力して、八戸地域の科学技術

の振興、本校卒業生の再就職支援、地域の共同

研究支援など、八戸高専を支援する新しい組織

です。

特に、本校卒業生が再就職するときに、産業

技術振興会会員の企業様に本校卒業生を紹介で

きるシステムを作りました。この制度を利用し

た再就職の実績も出ております。この「はちの

へ科学技術研究会」と地域テクノセンターは協

力して、地域産業の振興に貢献したいと考えて

おりますので、宜しくお願いいたします。

最後に、八戸市近辺はもとより県内外各地の

企業の今後の更なるご支援、ご指導をお願い申

し上げ、巻頭のご挨拶とさせていただきます。

八戸工業高等専門学校

校長 土屋 範芳

＜新任教員紹介＞

１．専門分野

非線形解析学，不動点理論

２．研究課題

・測地距離空間の凸関数の最小化問題、均衡

問題

・測地距離空間のリゾルベント写像

３．研究概要

私は測地距離空間の凸関数の最小化問題や、

均衡問題についての研究をしています。私の研

究では、これらの問題の解を見つけるために、

リゾルベントと呼ばれる写像を用いますが、リ

ゾルベント写像は、扱う問題の種類や、空間の

設定に応じて、さまざまな形で定義されていま

す。また、それぞれのリゾルベントは、その定

義によって様々な性質を持つことが知られてい

ます。特に適切な設定のもとで、リゾルベント

写像の不動点集合は、元の問題の解集合に一致

するので、この写像は、さまざまな問題と不動

点理論を結びつける重要な役割を果たしていま

す。

① 凸最小化問題

関数の増減を考える際に、関数の凹凸を調べ

ることがあります。定義される領域内で常に凸

になるような関数は凸関数と呼ばれますが、こ

のような関数を最小にするような点を見つける

問題が凸最小化問題です。凸関数やその最小化

問題は、熱力学や統計力学をはじめとする様々

な分野で扱われます。研究では、凸関数の最小

点の存在を、数学的に証明します。

② 不動点定理

写像によって自分自身に写されるような点を、

その写像の不動点と言います。不動点の考えは、

諸所の問題において、極めて重要な役割を果た

すことがあります。とくに平衡や安定性の問題

は、数学や自然科学の様々な場面において登場

しますが、これらの概念と不動点理論は、密接

な関係があることが知られています。したがっ

て、不動点の存在や、近似法を研究することの

意義は、非常に大きいです。

③ 測地距離空間

測地距離空間は、凸構造を持つ距離空間であ

り、凸解析学において、近年盛んに研究が行わ

れている主題のひとつです。測地距離空間の代

表例として CAT(κ)空間があり、この空間は、

曲率の上限が実数κであるような測地距離空間

です。とくに完備な CAT(0)空間はアダマール

空間ともよばれ、それはヒルベルト空間を一般

化した分類です。このような測地距離空間と、

ヒルベルト空間やバナッハ空間などの線形空間

との類似点を考えることは、数学的に非常に重

要な問題であると考えられます。

④ リゾルベントの漸近的挙動

リゾルベントの性質を研究する上で、リゾル

ベントの漸近的挙動について考えることは、極

めて重要です。私の研究では、測地距離空間上

のリゾルベントの漸近的な挙動を、様々な設定

のもとで調べました。結果として、凸関数や均

衡問題に対して定義されたリゾルベントは、適

切な条件のもと、関数の最小点や、均衡問題の

解に収束することが、明らかになりました[1][2]。

[1] Y. Kimura and K. Shindo, “Asymptotic behavior of 

resolvents of equilibrium problems on complete geodesic 

spaces”, Demonstr. Math., to appear.

[2] Y. Kimura and K. Shindo, “Asymptotic behavior of 

resolvents of a convergent sequence of convex functions on 

complete geodesic spaces,” Axioms 11 (2022), 8. 

総合科学教育科 助教 新藤 圭介
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＜新任教員紹介＞

１．専門分野

非線形解析学，不動点理論

２．研究課題

・測地距離空間の凸関数の最小化問題、均衡

問題

・測地距離空間のリゾルベント写像

３．研究概要

私は測地距離空間の凸関数の最小化問題や、

均衡問題についての研究をしています。私の研

究では、これらの問題の解を見つけるために、

リゾルベントと呼ばれる写像を用いますが、リ

ゾルベント写像は、扱う問題の種類や、空間の

設定に応じて、さまざまな形で定義されていま

す。また、それぞれのリゾルベントは、その定

義によって様々な性質を持つことが知られてい

ます。特に適切な設定のもとで、リゾルベント

写像の不動点集合は、元の問題の解集合に一致

するので、この写像は、さまざまな問題と不動

点理論を結びつける重要な役割を果たしていま

す。

① 凸最小化問題

関数の増減を考える際に、関数の凹凸を調べ

ることがあります。定義される領域内で常に凸

になるような関数は凸関数と呼ばれますが、こ

のような関数を最小にするような点を見つける

問題が凸最小化問題です。凸関数やその最小化

問題は、熱力学や統計力学をはじめとする様々

な分野で扱われます。研究では、凸関数の最小

点の存在を、数学的に証明します。

② 不動点定理

写像によって自分自身に写されるような点を、

その写像の不動点と言います。不動点の考えは、

諸所の問題において、極めて重要な役割を果た

すことがあります。とくに平衡や安定性の問題

は、数学や自然科学の様々な場面において登場

しますが、これらの概念と不動点理論は、密接

な関係があることが知られています。したがっ

て、不動点の存在や、近似法を研究することの

意義は、非常に大きいです。

③ 測地距離空間

測地距離空間は、凸構造を持つ距離空間であ

り、凸解析学において、近年盛んに研究が行わ

れている主題のひとつです。測地距離空間の代

表例として CAT(κ)空間があり、この空間は、

曲率の上限が実数κであるような測地距離空間

です。とくに完備な CAT(0)空間はアダマール

空間ともよばれ、それはヒルベルト空間を一般

化した分類です。このような測地距離空間と、

ヒルベルト空間やバナッハ空間などの線形空間

との類似点を考えることは、数学的に非常に重

要な問題であると考えられます。

④ リゾルベントの漸近的挙動

リゾルベントの性質を研究する上で、リゾル

ベントの漸近的挙動について考えることは、極

めて重要です。私の研究では、測地距離空間上

のリゾルベントの漸近的な挙動を、様々な設定

のもとで調べました。結果として、凸関数や均

衡問題に対して定義されたリゾルベントは、適

切な条件のもと、関数の最小点や、均衡問題の

解に収束することが、明らかになりました[1][2]。

[1] Y. Kimura and K. Shindo, “Asymptotic behavior of 

resolvents of equilibrium problems on complete geodesic 

spaces”, Demonstr. Math., to appear.

[2] Y. Kimura and K. Shindo, “Asymptotic behavior of 

resolvents of a convergent sequence of convex functions on 

complete geodesic spaces,” Axioms 11 (2022), 8. 

総合科学教育科 助教 新藤 圭介
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＜新任教員紹介＞

１．専門分野

英語教育

２．研究課題

・コーパス構築

・コーパス分析

・テキストマイニング

３．研究概要

英語のある部分をデジタル技術によってコー

パスにし、それを可視化・分析・解釈すること

に大きな興味を持っています。native ではない

自分が、英語の実態に少しだけ近づくことがで

き、授業での説明などに深みと自信を加えるこ

とがきる有効な手段の一つだと思われるからで

す。以下、３点述べます。

⑴ コーパス構築

先人の努力によって構築されてきたコーパス

は、当初１００万語程度のもの（BNC：British 
National Corpus）が最大規模でした。しかし、

デジタル技術の発達に伴い、その規模は１０億

語 ～ ２ ０ 億 語 単 位 （ COCA ： Corpus of  
Contemporary American English）となりました。

「Project Gutenberg」や「青空文庫」などのサイ

トには、著作権が切れた名作を中心として、コ

ーパス化できる膨大な量のテキストが日々蓄積

され続けています。

また、制約を守ったうえでの python によるス

クレイピングの方法が多数公開されており、そ

れぞれの目的に応じたコーパス注１を簡単に構

築することが可能となりました。映画やドラマ

の台本からは英語の口語表現のコーパスを、八

戸高専の学生が書いた英文からは、「学習者コー

パス」を作ることもできます。

⑵ コーパス分析

構築したコーパスと Concordancer と呼ばれる

ソフトウェアを使えば、キーとなる語を中心と

して、その前後の語との関連（KWIC：keyword 
in context）を確認することが可能になります。

例えば、「different from」はよく知られた表現で

すが、あるコーパスを調べると、「different than」
の出現頻度も高く、「different to」もあることが

具体的に分かります。また、「than」の場合には、

後ろに節が続く英文が多く見られます。これら

は、授業で使える良質な例文にもなります。⑴

で述べた八戸高専生の学習者コーパスからは、

八戸高専生の書く英語に特有の傾向が発見でき

るかもしれません。

⑶ テキストマイニング

もっと深いコーパス分析として「テキストマ

イニング」があります。テキストマイニングの

前提になる自然言語処理は、AI の言語理解その

ものであり、現在も多くの課題があると言われ

ています。それでも、研究と技術が進み、ある

コーパスを対象に KH-Coder 注２などを使えば、

誰でも「共起ネットワーク」などを作成するこ

とができ、テキストを質的・量的に視覚化して

解釈することが可能になってきています。英語

だけではなく、八戸高専生の小論文指導などに

も活用できそうです。

今後、学生に対する英語指導につなげるとい

う観点を重視し、コーパスの研究に取り組んで

いきたいと考えています。

注１：例えば、COCA には、約１５億語の

「Coronavirus」というコーパスがあります。

注２：フリーソフト（https://khcoder.net/）

総合科学教育科 特命准教授 田村 英門

＜新任教員紹介＞

１．専門分野

日本語教育、第二言語習得、応用言語学

２．研究課題

・評価と指導を動的に両立させる教授法

「ダイナミック・アセスメント」

・シャドーイングが日本語の聴解力向上に

及ぼす効果

・日本語で外国人とコミュニケーションを

するための「やさしい日本語」

３．研究概要

私は、「第二言語習得」と「インストラクショ

ンの効果」に関心があります。これまでの研究

と今後について述べたいと思います。

① ダイナミック・アセスメント

ダイナミック・アセスメント（DA）とは、「何

ができるようになったのか」をある時点で評価

するのではなく、「今後どのようなことができる

ようになるのか」に焦点をあて、評価と指導を

動的に両立させる教授法のことです。学習者の

接近最の達発「、は分部なうよのろしび伸の長成

領域：ZPD」と呼ばれ、特に障がい児教育の分

野で注目されてきましたが、最近になり第二言

語習得の分野でも応用されるようになりました。

個人が持つ能力の評価ではなく、他者との関わ
．．．．．．

りを通した成長
．．．．．．．

を重視しています。評価と指導

がサンドイッチのように層を成す「テスト・テ

ィーチ・テスト」方式を採用した実験では、DA
が学習者の文法理解および生成に有効であるこ

とが明らかとなりました[1]。

② シャドーイング

シャドーイングとは、文字通り影のように、

聞き取った音声を自分の声で追いかける口頭ト

レーニングをいいます。最近ではスピーキング

能力向上に寄与する可能性も指摘されています。

英語による対応が十分な環境は、多くの留学生

に快適な学生生活を提供できる反面、日本語に

よるインタラクションや日本語学習の必然性を

奪う一端も担っています。日本語のインプット

が極端に少ないと、会話に必要な言語項目が不

足し、聞いても分からず、話したくても言えな

いという結果を招きます。シャドーイングを取

り入れた授業の中で行った実験では、聴解テス

トの度にシャドーイングを４回行い、１回目か

ら６回目までのテスト成績について考察しまし

た。その結果、シャドーイングした言語項目を

含む割合が高いテストほど、正答率が高いこと

がわかりました。シャドーイングは聴解力養成

に一定の効果があると考えられます[2]。

③ やさしい日本語

日本人と外国人が日本語で
．．．．

コミュニケーショ

ンするための「やさしい日本語」の普及に興味

があります。「深夜に大きな物音が響き、睡眠の

妨げになっています。心当たりのある方は十分

ご注意ください。」→「夜、とてもうるさいです。

寝ることができない人がいます。うるさい人は

誰ですか。夜は静かにしてください。」のように

平易な日本語で言い換えると、理解できる外国

人がたくさんいます。日本人と外国人が互いに

交流し、助け合うことが、グローバル社会の入

口だと思っています[3]。

[1] Akemi, K. (2018). Effect of Dynamic Assessment on
Japanese EFL Learners’ Comprehension and
Production of Counterfactual Conditionals, TELES 
Journal, Vol. 39, pp.129-144

[2] 草刈明美（2023）「理系 English Track の留学生に対
するシャドーイングを用いた聴解力養成の試み」『日
本語教育方法研究会誌』Vol.29, No.2, pp.30-31

[3] NHK World JAPAN (2023) 「 Learn Japanese 」
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/
2104001/

総合科学教育科 特命准教授 草刈 明美
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＜新任教員紹介＞

１．専門分野

日本語教育、第二言語習得、応用言語学

２．研究課題

・評価と指導を動的に両立させる教授法

「ダイナミック・アセスメント」

・シャドーイングが日本語の聴解力向上に

及ぼす効果

・日本語で外国人とコミュニケーションを

するための「やさしい日本語」

３．研究概要

私は、「第二言語習得」と「インストラクショ

ンの効果」に関心があります。これまでの研究

と今後について述べたいと思います。

① ダイナミック・アセスメント

ダイナミック・アセスメント（DA）とは、「何

ができるようになったのか」をある時点で評価

するのではなく、「今後どのようなことができる

ようになるのか」に焦点をあて、評価と指導を

動的に両立させる教授法のことです。学習者の

接近最の達発「、は分部なうよのろしび伸の長成

領域：ZPD」と呼ばれ、特に障がい児教育の分

野で注目されてきましたが、最近になり第二言

語習得の分野でも応用されるようになりました。

個人が持つ能力の評価ではなく、他者との関わ
．．．．．．

りを通した成長
．．．．．．．

を重視しています。評価と指導

がサンドイッチのように層を成す「テスト・テ

ィーチ・テスト」方式を採用した実験では、DA
が学習者の文法理解および生成に有効であるこ

とが明らかとなりました[1]。

② シャドーイング

シャドーイングとは、文字通り影のように、

聞き取った音声を自分の声で追いかける口頭ト

レーニングをいいます。最近ではスピーキング

能力向上に寄与する可能性も指摘されています。

英語による対応が十分な環境は、多くの留学生

に快適な学生生活を提供できる反面、日本語に

よるインタラクションや日本語学習の必然性を

奪う一端も担っています。日本語のインプット

が極端に少ないと、会話に必要な言語項目が不

足し、聞いても分からず、話したくても言えな

いという結果を招きます。シャドーイングを取

り入れた授業の中で行った実験では、聴解テス

トの度にシャドーイングを４回行い、１回目か

ら６回目までのテスト成績について考察しまし

た。その結果、シャドーイングした言語項目を

含む割合が高いテストほど、正答率が高いこと

がわかりました。シャドーイングは聴解力養成

に一定の効果があると考えられます[2]。

③ やさしい日本語

日本人と外国人が日本語で
．．．．

コミュニケーショ

ンするための「やさしい日本語」の普及に興味

があります。「深夜に大きな物音が響き、睡眠の

妨げになっています。心当たりのある方は十分

ご注意ください。」→「夜、とてもうるさいです。

寝ることができない人がいます。うるさい人は

誰ですか。夜は静かにしてください。」のように

平易な日本語で言い換えると、理解できる外国

人がたくさんいます。日本人と外国人が互いに

交流し、助け合うことが、グローバル社会の入

口だと思っています[3]。

[1] Akemi, K. (2018). Effect of Dynamic Assessment on
Japanese EFL Learners’ Comprehension and
Production of Counterfactual Conditionals, TELES 
Journal, Vol. 39, pp.129-144

[2] 草刈明美（2023）「理系 English Track の留学生に対
するシャドーイングを用いた聴解力養成の試み」『日
本語教育方法研究会誌』Vol.29, No.2, pp.30-31

[3] NHK World JAPAN (2023) 「 Learn Japanese 」
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/
2104001/

総合科学教育科 特命准教授 草刈 明美
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＜新任教員紹介＞

１．専門分野

信号処理、組込みシステム、教育工学

２．研究課題

・分解組立型電気自動車を活用した教材開発お

よび教育モデル構築

・障がい者向けシステム開発

・ソフトウェア無線による電磁波観測システ

ムの開発

・組込み技術の応用に関する研究

３．研究概要

様々なシステムに搭載される組込み技術を活

用し、各種課題解決に向けたシステム開発を行

っています。これまで、産学官連携による共同

プロジェクトを幅広く実施していますが、社会

実装と人材育成を主軸に社会に貢献することを

目指しています。

① 分解組立型電気自動車を活用した教材開発

および教育モデルの構築

自動車分野は幅広い要素技術から構成されて

おり、複合融合的な領域です。基本となる知識

やものづくり人材育成の観点で必要となる生産

技術について、座学だけではなく実習で経験で

きるような教材を産学連携により開発しました

[1][2]。初等教育における環境教育から、高等教

育や企業技術者向けの生産技術教育のための教

育モデルの開発と実践・評価に取り組んでいま

す。現在は、海外の高等教育機関における日本

型のものづくり人材育成についても取り組んで

います。

② 支援学校向けのサポートシステム開発

身体に障がいのある生徒対象の学校において、

日常的に困難であったり、教材として確立され

ていないものについて、カスタマイズしたシス

テムの開発を行っています。例として、路線バ

スの乗降に不慣れな生徒のための乗降トレーニ

ング教材や、聴覚障がいの生徒と視覚障がいの

生徒が合奏する際のタイミングを合わせやすく

するためのシステムなどに取り組んできていま

す。対象が、障がい者向けではありますが、幅

広くサステナブルな社会実現へ貢献するための

研究課題を見据えて取り組んでいます。

③ ソフトウェア無線による電磁波観測システ

ムの開発

ソフトウェア無線は、ソフトウェアにより任

意の無線システムを実現するものであり、ハー

ドウェアの変更を伴わない特徴があります。数

100MHz の帯域における電磁波観測のための

無線システムの構築に取り組んでいます。低周

波電波での多波長観測に向けて、無線システム

のプログラミング、高周波回路設計などを実施

しています。

④ 組込み技術（ET）の応用

車両やロボットにおける周辺視野認識のため、

カメラや LiDAR、RADAR などを活用したシス

テムの構築に取り組んでいます。屋外における

無人搬送ロボットの自律走行のためのセンシン

グおよびデータの可視化について、産学連携で

実施しています。

ほか、ET ロボコン東北地区技術委員長とし

て、技術者の育成に努めています。

[1] 郷冨夫、秋田敏宏、他、「電気自動車の教材システ

ム」、特許 6397290 号(2018)

[2] 郷冨夫、秋田敏宏、他、「電気自動車の教材システ

ム」、特許 6626243 号(2019)

電気情報工学コース 准教授 秋田 敏宏

＜新任教員紹介＞

１．専門分野

自己組織ロボット、群知能、信号処理

２．研究課題

・生物の集団意思決定を模倣する自律分散自

己組織ロボットの集合／変形メカニズムの

実現

・群ロボット環境における局所的通信システ

ムに関する研究

３．研究概要

私が興味を持つ「自己組織ロボット」は、複

数のロボットが連結することで様々な形状に変

形し、多種多様な役割をこなすことが可能なロ

ボットです。本研究は、細胞性粘菌をはじめ生

物が柔軟に集合／変形する仕組みからヒントを

得て、それらの原理を模した赤外線センシング

装置を用いて自律分散型ロボットを自己組織化

させる手法を研究します。この生物の原理をロ

ボットで再現する研究活動から、自律分散管理

の自己組織行動における「集合体の自律性とは

何か」という普遍的な群知能メカニズムの解明

を目指します。

① 赤外線センシング装置

本研究が課題とする自己組織化を実現する上

で、核となる技術である赤外線センシング装置

を用いた通信システムを開発しました[1]。こ

の装置は赤外線を媒体とした通信機能と、複数

の装置間の距離と方向を計測する機能を一体化

させた装置です。今後の研究方針としては、ロ

ボットへの搭載を目指した小型化と計測精度の

向上に取り組みます。

② 全周方向から連結可能なロボットの開発

本研究は素早く柔軟な集合や変形による自己

組織化を目指します。多くの自己組織ロボット

はロボット本体に設置した連結部同士を繋げて

集合体となります。しかし、この構造は連結部

を合わせるために繊細なロボットの位置調整が

求められ、自己組織化に少なくない時間が要求

されます。したがって、この制約を取り払うべ

く全周方向から連結可能な構造を持つロボット

の開発を進めています。

③ 自律分散制御に基づく自己組織化

自己組織ロボットに関する研究は広く取り組

まれていますが、効率よく自己組織化しようと

するほどロボット同士が協調するために電波や

赤外線、イメージセンサなど多数のセンサから

なる複雑な情報管理が求められます。しかし、

細胞性粘菌をはじめとした生物達はごく単純な

化学物質のやりとりなどから集合体となります。

したがって、前述したようにこれら生物の原理

を再現したシステムから柔軟な集合／変形を実

現することで、ロボットの自律的な行動のみで

自己組織化を達成する新たなる手法を示します。

④ その他の研究

自己組織ロボットの研究活動とは他に、前年

度は深層学習を用いたロボットアームの動作生

成の研究プロジェクトに加わっていました [2]。
本プロジェクトでは、バイラテラル制御を用い

て収集した教師データを入力した模倣学習から

人間並みに高速な動作が生成可能となる技術の

研究に取り組みました。今後はこの機械学習の

技術を自己組織ロボットの制御に応用させる計

画です。

[1] Tetsuro Akagawa, et al., IEEJ Trans. Electr.
Electron. Eng., Vol.103, No.10, pp.26-34, 2020.

[2] Tetsuro Akagawa, et al., IEEJ J. Ind. Appl.,
Vol.12, No.1, pp.26-32, 2023.

電気情報工学コース 助教 赤川 徹朗
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＜新任教員紹介＞

１．専門分野

自己組織ロボット、群知能、信号処理

２．研究課題

・生物の集団意思決定を模倣する自律分散自

己組織ロボットの集合／変形メカニズムの

実現

・群ロボット環境における局所的通信システ

ムに関する研究

３．研究概要

私が興味を持つ「自己組織ロボット」は、複

数のロボットが連結することで様々な形状に変

形し、多種多様な役割をこなすことが可能なロ

ボットです。本研究は、細胞性粘菌をはじめ生

物が柔軟に集合／変形する仕組みからヒントを

得て、それらの原理を模した赤外線センシング

装置を用いて自律分散型ロボットを自己組織化

させる手法を研究します。この生物の原理をロ

ボットで再現する研究活動から、自律分散管理

の自己組織行動における「集合体の自律性とは

何か」という普遍的な群知能メカニズムの解明

を目指します。

① 赤外線センシング装置

本研究が課題とする自己組織化を実現する上

で、核となる技術である赤外線センシング装置

を用いた通信システムを開発しました[1]。こ

の装置は赤外線を媒体とした通信機能と、複数

の装置間の距離と方向を計測する機能を一体化

させた装置です。今後の研究方針としては、ロ

ボットへの搭載を目指した小型化と計測精度の

向上に取り組みます。

② 全周方向から連結可能なロボットの開発

本研究は素早く柔軟な集合や変形による自己

組織化を目指します。多くの自己組織ロボット

はロボット本体に設置した連結部同士を繋げて

集合体となります。しかし、この構造は連結部

を合わせるために繊細なロボットの位置調整が

求められ、自己組織化に少なくない時間が要求

されます。したがって、この制約を取り払うべ

く全周方向から連結可能な構造を持つロボット

の開発を進めています。

③ 自律分散制御に基づく自己組織化

自己組織ロボットに関する研究は広く取り組

まれていますが、効率よく自己組織化しようと

するほどロボット同士が協調するために電波や

赤外線、イメージセンサなど多数のセンサから

なる複雑な情報管理が求められます。しかし、

細胞性粘菌をはじめとした生物達はごく単純な

化学物質のやりとりなどから集合体となります。

したがって、前述したようにこれら生物の原理

を再現したシステムから柔軟な集合／変形を実

現することで、ロボットの自律的な行動のみで

自己組織化を達成する新たなる手法を示します。

④ その他の研究

自己組織ロボットの研究活動とは他に、前年

度は深層学習を用いたロボットアームの動作生

成の研究プロジェクトに加わっていました [2]。
本プロジェクトでは、バイラテラル制御を用い

て収集した教師データを入力した模倣学習から

人間並みに高速な動作が生成可能となる技術の

研究に取り組みました。今後はこの機械学習の

技術を自己組織ロボットの制御に応用させる計

画です。

[1] Tetsuro Akagawa, et al., IEEJ Trans. Electr.
Electron. Eng., Vol.103, No.10, pp.26-34, 2020.

[2] Tetsuro Akagawa, et al., IEEJ J. Ind. Appl.,
Vol.12, No.1, pp.26-32, 2023.

電気情報工学コース 助教 赤川 徹朗
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＜新任教員紹介＞ 

 

１．専門分野

建築歴史、建築意匠、建築・都市計画

 

２．研究課題

内モンゴルにおける仏教寺院建築に関す・

る研究 

 デジタル建築の応用に関する研究・  

 
３．研究概要

私は建築歴史に興味があり、日本の 年以

上の文化財建造物の保存修理事業の経験や理念

を活かして、世界中の歴史的建造物研究やそれら

の建物の保存・修復に力になっていきたいと考え

ています。今まで、内モンゴルにおける仏教寺院

建築に関する研究を進めてきており、古建築の実

測調査や建築設計事務所での実践的な経験のも

とに、今後は建物のデジタル化に関して研究にも

取り込み、建物の実測調査、そして維持、活用な

どに活かしていきたいと考えております。以下に、

自分の行ってきた内モンゴルにおける仏教寺院

建築に関する研究の具体例をお示しします。

① 内モンゴル西部の仏教建築に関する研究

「内モンゴル西部の仏教建築に関する研究」

を行い、内モンゴルの西部地域における建築遺構

を対象として、それらの平面、基礎、軸部、組物

から細部意匠までの各面での意匠性を分析し、比

較研究により、内モンゴル西部地域における仏教

寺院建築の意匠的な状況を明確にしました。

② 内モンゴル仏教寺院における伽藍配置に関す

る研究

研究対象地域を内モンゴル全地域までに広げ、

研究方法として、まず、内モンゴルの仏教の発展

及び歴史的な背景を整理し、これまでに注目され

ることのなかった寺院の寺格による分類と建物

の用途による類型化を行いました。その結果、内

モンゴルにおける仏教寺院は寺格の差により、伽

藍配置計画が異なり、多種多様な型式を持つ寺院

が生まれたが、各型の比較分析により、各類の寺

院の配置計画の特異性や寺格による特徴を明ら

かすることができました[1]。 
③ 内モンゴル仏教寺院における大雄宝殿・仏

殿・経堂の平面構成に関する研究

内モンゴル寺院建築の中でも最も重要度の高

い主要建物である大雄宝殿、仏殿と経堂の平面構

成の分析を行いました。具体的にまずは、平面構

成をもとに模式図を作成し、それらの類型化を行

い、各類型における平面構成の比較分析を行い、

さらに、寺格、地域と時代性などの各面での特徴

を明らかにしました。 
以上の研究対象になる仏教寺院建築は異なる

機能の集合体であるため、社会的・経済的・文化

的・技術的な状況などの背景を総合的に考察する

必要があることを十分認識し、これらを踏まえた

うえで建築当時の技術や時代背景、設計者の意図

を解明することに、研究の主眼をおいており、内

モンゴル仏教寺院建築のより体系的な研究に繋

げることができました。

［１］ エンケホルワ、夏 目 欣 昇、濱 田 晋

一、麓 和 善、「内モンゴルにおける仏

教寺院の伽藍配置計画について」、『日

本建築学会計画系論文集』、第 巻 第

号、 年 月。

環境都市・建築デザインコース 助教 エンケ ホルワ
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令和４年度 科学研究費補助金・学術研究助成基金助成金

研究種目 研究課題 研究者

基盤研究Ｂ
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断
校長 圓山 重直

基盤研究Ｂ（分担研究）
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断

機械・医工学コース

准教授 井関 祐也

基盤研究Ｂ（分担研究）
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断

機械・医工学コース

准教授 古川 琢磨

基盤研究Ｂ（分担研究）
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断

電気情報工学コース

教授 野中 崇

基盤研究Ｂ（分担研究）
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断

電気情報工学コース

准教授 細川 靖

基盤研究Ｂ（分担研究）
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断

機械・医工学コース

准教授 郭 福会

基盤研究Ｂ（分担研究）
能動的精密表面温度計測を用いた熱パルスレーダ－に

よる癌の生体内診断

総合科学教育科

教授 横田 実世

奨励研究 高専の実験・実習で使用する電波実体験教材の開発
教育研究支援センター

技術専門職員 遠田 達也

基盤研究Ｃ
溶融金属中介在物の異相界面挙動の解明とその理論構

築

マテリアル・バイオ工学コース

准教授 新井 宏忠

基盤研究Ｃ
その場 オペランド によるグラフェンバイオセンサ

の検出限界経時変化の解明

電気情報工学コース

助教 角館 俊行

基盤研究Ｃ
放射性廃棄物処分施設の高吸着人工バリア材料の開発

に関する基礎研究

環境都市・建築デザインコース

教授 庭瀬 一仁

基盤研究Ｃ
マイクロバブルによる多発核生成反応を用いた微細粒

子合成

マテリアル・バイオ工学コース

准教授 門磨 義浩

基盤研究Ｃ
温熱モデルを用いた学校体育授業で見られる熱中症の

要因解明および予防

総合科学教育科

教授 横田 実世

基盤研究Ｃ
間隙構造に着目した盛土の健全性評価手法と強靱化対

策工の提案

環境都市・建築デザインコース

准教授 清原 雄康

基盤研究Ｃ
高圧流体中での晶析・表面反応過程を模擬した実用シミ

ュレータの開発と設計指針の確立

マテリアル・バイオ工学コース

准教授 本間 哲雄

基盤研究Ｃ
病気予防診断の為のグラフェンバイオセンサーを利用

した高感度皮膚ガスセンサーの開発

電気情報工学コース

教授 中村 嘉孝

若手研究
敵対的生成ネットワーク（ ）による癌撲滅のための

生体内温度計測の新展開

機械・医工学コース

准教授 井関 祐也

若手研究
抗生物質の持続可能性を指向した 型抗生物質の探

索と開発

マテリアル・バイオ工学コース

助教 金子 賢介

若手研究
ヨスト解を用いたスプリットステップ量子ウォークの

研究

総合科学教育科

助教 和田 和幸
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若手研究
ふく射伝熱が粘性型不安定の自然対流境界層遷移に及

ぼす機構因子の解明

機械・医工学コース

准教授 古川 琢磨

若手研究
バクテリオファージを用いた下水処理における薬剤耐

性菌の制御手法の開発

環境都市・建築デザインコース

准教授 李 善太

若手研究
世紀後半ハプスブルク帝国と諸領邦との相互認識―

ガリツィアを事例に―

総合科学教育科

助教 佐伯 彩

若手研究
暮らしに潜む電磁界リスクを正しく理解するための

可視化システム

電気情報工学コース

准教授 佐藤 健

若手研究
経年劣化の影響を考慮した木造住宅屋根部の強風災害

危険度評価手法の開発

環境都市・建築デザインコース

助教 今野 大輔

基盤研究Ｃ（分担研究）
溶融金属中介在物の異相界面挙動の解明とその理論構

築

機械・医工学コース

准教授 森 大祐

基盤研究Ｃ（分担研究）
その場 オペランド によるグラフェンバイオセンサ

の検出限界経時変化の解明

電気情報工学コース

教授 中村 嘉孝

基盤研究Ｃ（分担研究）
その場 オペランド によるグラフェンバイオセンサ

の検出限界経時変化の解明

総合科学教育科

教授 中村 美道

基盤研究Ｃ（分担研究）
病気予防診断の為のグラフェンバイオセンサーを利用

した高感度皮膚ガスセンサーの開発

電気情報工学コース

助教 鎌田 貴晴

基盤研究Ｃ（分担研究）
温熱モデルを用いた学校体育授業で見られる熱中症の

要因解明および予防

総合科学教育科

准教授 川端 良介

基盤研究Ｃ（分担研究）
表面波プラズマのフィラメント配列とプラズマフォト

ニック結晶

電気情報工学コース

助教 鎌田 貴晴

基盤研究Ｃ（分担研究）
カシスアントシアニンによる 変異細胞の除去促進

機構の解析

マテリアル・バイオ工学コース

准教授 山本 歩

基盤研究Ｃ（分担研究） 腰部負荷低減に資する動作初期姿勢に関する研究
機械・医工学コース

助教 北川 広大

基盤研究Ｃ（分担研究）
日常的に使用可能な機械学習による転倒防止システム

の検討

機械・医工学コース

助教 北川 広大
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若手研究
ふく射伝熱が粘性型不安定の自然対流境界層遷移に及

ぼす機構因子の解明

機械・医工学コース

准教授 古川 琢磨

若手研究
バクテリオファージを用いた下水処理における薬剤耐

性菌の制御手法の開発

環境都市・建築デザインコース

准教授 李 善太

若手研究
世紀後半ハプスブルク帝国と諸領邦との相互認識―

ガリツィアを事例に―

総合科学教育科

助教 佐伯 彩

若手研究
暮らしに潜む電磁界リスクを正しく理解するための

可視化システム

電気情報工学コース

准教授 佐藤 健

若手研究
経年劣化の影響を考慮した木造住宅屋根部の強風災害

危険度評価手法の開発

環境都市・建築デザインコース

助教 今野 大輔

基盤研究Ｃ（分担研究）
溶融金属中介在物の異相界面挙動の解明とその理論構

築

機械・医工学コース

准教授 森 大祐

基盤研究Ｃ（分担研究）
その場 オペランド によるグラフェンバイオセンサ

の検出限界経時変化の解明

電気情報工学コース

教授 中村 嘉孝

基盤研究Ｃ（分担研究）
その場 オペランド によるグラフェンバイオセンサ

の検出限界経時変化の解明

総合科学教育科

教授 中村 美道

基盤研究Ｃ（分担研究）
病気予防診断の為のグラフェンバイオセンサーを利用

した高感度皮膚ガスセンサーの開発

電気情報工学コース

助教 鎌田 貴晴

基盤研究Ｃ（分担研究）
温熱モデルを用いた学校体育授業で見られる熱中症の

要因解明および予防

総合科学教育科

准教授 川端 良介

基盤研究Ｃ（分担研究）
表面波プラズマのフィラメント配列とプラズマフォト

ニック結晶

電気情報工学コース

助教 鎌田 貴晴

基盤研究Ｃ（分担研究）
カシスアントシアニンによる 変異細胞の除去促進

機構の解析

マテリアル・バイオ工学コース

准教授 山本 歩

基盤研究Ｃ（分担研究） 腰部負荷低減に資する動作初期姿勢に関する研究
機械・医工学コース

助教 北川 広大

基盤研究Ｃ（分担研究）
日常的に使用可能な機械学習による転倒防止システム

の検討

機械・医工学コース

助教 北川 広大

令和４年度 共同研究

研究題目 研究者

高速度表面温度センサーとダブル熱パルスレーダーの開発 校長 圓山 重直

液液界面における物質移動特性の解明
マテリアル・バイオ工学コース

准教授 新井 宏忠

耐熱性γ－アルミナの各種触媒への応用およびバイオマス前処理手法の検討
マテリアル・バイオ工学コース

教授 長谷川 章

工業用途触媒担体の開発

マテリアル・バイオ工学コース

教授 長谷川 章

助教 小船 茉理奈

亜臨界技術によるプラスチックのケミカルリサイクル
マテリアル・バイオ工学コース

准教授 本間 哲雄

超高精度多点温度校正したサーミスタと高精度定抵抗体を利用し、高い信頼性が保

証されたセンサの商品化をする。
校長 圓山 重直

水熱分解法によるDBP の分解に関する研究(2022 年度) マテリアル・バイオ工学コース

准教授 本間 哲雄

「高専-長岡技科大 共同研究」超音波振動援用ドリル加工時における加工速度の多

段化が工具および被削材に及ぼす影響

機械・医工学コース

助教 田口 恭輔

南郷産ブドウを使用したワイン醸造の可能性試験
マテリアル・バイオ工学コース

准教授 山本 歩

三内丸山、亀ヶ岡、是川遺跡内の縄文地層から分離した酵母の醸造特性についての

研究

マテリアル・バイオ工学コース

准教授 山本 歩

サウナ繰り返し入浴におけるヒートショック予防法の科学的提言
機械・医工学コース

准教授 古川 琢磨

令和４年度 受託研究

研究題目 研究者

マリカルチャビッグデータの分析
環境都市・建築デザインコース

教授 丸岡 晃

県外最終処分を実現させるための技術システムの開発研究

（サブテーマ：県外最終処分施設に求められる封じ込め性能に関する研究）

環境都市・建築デザインコース

教授 庭瀬 一仁

触媒水熱分解法による DBP 分解検討および錯体等の計算化学的評価（2022 年度）
マテリアル・バイオ工学コース

准教授 本間 哲雄
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＜産学官金連携協定＞ 
 

令和 5 年 3 月 31 日現在 
 

八戸工業高等専門学校は、研究者の学術相互交流・相互履修・教育交流・教育研究協力を目的と

した学学協定、人材の活用・ノウハウの共有を目的とした学官協定、地域社会への貢献を目的とし

た学金協定、及び国際交流を目的とした協定を締結した。 
 
◎協定締結状況

締結年月日 締結機関 協定の標題 

平成 17 年 9 月 1 日 

東北大学大学院工学研究科・

情報科学研究科・環境科学研

究科 
八戸工業高等専門学校 
一関工業高等専門学校 
宮城工業高等専門学校 
仙台電波工業高等専門学校 
秋田工業高等専門学校 

東北大学大学院工学研究科、情報科学研究

科及び環境科学研究科と八戸工業高等専

門学校、一関工業高等専門学校、宮城工業

高等専門学校、仙台電波工業高等専門学校

及び秋田工業高等専門学校との学術交流

に関する協定 

平成 17 年 12 月 1 日 
フランス共和国リールＡ技術

短期大学 
八戸工業高等専門学校 

日本国八戸工業高等専門学校とフランス

共和国リール A 技術短期大学における学

術交流に関する協定 

平成 18 年 1 月 27 日 弘前大学理工学部 
八戸工業高等専門学校 

弘前大学理工学部と八戸工業高等専門学

校との間における相互履修に関する協定 

平成 18 年 3 月 10 日 八戸市 
八戸工業高等専門学校 

八戸工業高等専門学校と八戸市との相互

友好協力協定 

平成 18 年 8 月 30 日 商工組合中央金庫八戸支店 
八戸工業高等専門学校 産学連携の協力推進に係る協定 

平成 19 年 6 月 8 日 八戸聖ウルスラ学院高等学校 
八戸工業高等専門学校 

八戸工業高等専門学校と八戸聖ウルスラ

学院高等学校との教育交流に関する協定 

平成 19 年 10 月 26 日 
八戸工業大学 
八戸大学 
八戸工業高等専門学校 

八戸工業大学、八戸大学及び八戸工業高等

専門学校の学術交流に関する協定 

平成 19 年 11 月 15 日 青森銀行 
八戸工業高等専門学校 

八戸工業高等専門学校と株式会社青森銀

行との連携協力協定 

平成 19 年 11 月 22 日 みちのく銀行 
八戸工業高等専門学校 

八戸工業高等専門学校と株式会社みちの

く銀行との産学連携協力協定 

平成 20 年 3 月 25 日 
弘前大学 

大学院理工学研究科 
八戸工業高等専門学校 

弘前大学大学院理工学研究科と八戸工業

高等専門学校との教育研究協力に関する

協定 

平成 20 年 5 月 1 日 

東北大学大学院医工学研究科 
八戸工業高等専門学校 
一関工業高等専門学校 
宮城工業高等専門学校 
仙台電波工業高等専門学校 
秋田工業高等専門学校 
鶴岡工業高等専門学校 
福島工業高等専門学校 

東北大学大学院医工学研究科と東北地区

７高専の学術交流協定 

協定締結状況

締結年月日 締結機関 協定の標題

平成 21 年 2 月 12 日
エドグレン高等学校

八戸工業高等専門学校
２校間の姉妹校締結

平成 21 年 3 月 6 日

公立大学法人

青森県立保健大学

八戸工業高等専門学校

２校間の学術研究に関する交流協定

平成 21 年 9 月 28 日
青森県立図書館長

八戸工業高等専門学校
２機関の連携・協力に関する協定

平成 21 年 10 月 28 日
山形大学工学部

八戸工業高等専門学校
２校間の教育研究交流に関する協定

平成 22 年 5 月 4 日

フランス共和国エックサンプ

ロバンス技術短期大学

八戸工業高等専門学校

日本国八戸工業高等専門学校とフランス

共和国エックサンプロバンス技術短期大

学における学術交流に関する協定

平成 23 年 4 月 1 日

東北大学サイバーサイエンス

センター

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

東北大学サイバーサイエンスセンターと

八戸工業高等専門学校、一関工業高等専門

学校、仙台高等専門学校、秋田工業高等専

門学校、鶴岡工業高等専門学校、福島工業

高等専門学校との学術交流に関する協定

平成 23 年 10 月 20 日

弘前大学

大学院理工学研究科

八戸工業高等専門学校

岩手大学理工学部

一関工業高等専門学校

４校の研究・教育分野の相互協力に関する

協定

平成 23 年 11 月 22 日

北陸先端

科学技術大学院大学

八戸工業高等専門学校

北陸先端科学技術大学院大学と八戸工業

高等専門学校との推薦入学に関する協定

平成 24 年 2 月 3 日

フィンランド国ヘルシンキ・

メトロポリア応用科学大学、

トゥルク応用科学大学

東北地区６高専

フィンランド国ヘルシンキのメトロポリ

ア及びトゥルクの両応用科学大学と東北

地区６高専との学術交流協定

平成 24 年 6 月 24 日

フランス共和国アルトワ大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

フランス共和国アルトワ大学と東北地区

高専及び函館高専との学術交流協定

平成 25 年 10 月 28 日

建築資料研究所

（日建学院）

八戸工業高等専門学校

建設環境工学科が主催する資格取得支援

講座に関する覚書締結

平成 26 年 2 月 10 日

早稲田大学大学院情報生産シ

ステム研究科

八戸工業高等専門学校

推薦入学に関する覚書
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協定締結状況

締結年月日 締結機関 協定の標題

平成 21 年 2 月 12 日
エドグレン高等学校

八戸工業高等専門学校
２校間の姉妹校締結

平成 21 年 3 月 6 日

公立大学法人

青森県立保健大学

八戸工業高等専門学校

２校間の学術研究に関する交流協定

平成 21 年 9 月 28 日
青森県立図書館長

八戸工業高等専門学校
２機関の連携・協力に関する協定

平成 21 年 10 月 28 日
山形大学工学部

八戸工業高等専門学校
２校間の教育研究交流に関する協定

平成 22 年 5 月 4 日

フランス共和国エックサンプ

ロバンス技術短期大学

八戸工業高等専門学校

日本国八戸工業高等専門学校とフランス

共和国エックサンプロバンス技術短期大

学における学術交流に関する協定

平成 23 年 4 月 1 日

東北大学サイバーサイエンス

センター

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

東北大学サイバーサイエンスセンターと

八戸工業高等専門学校、一関工業高等専門

学校、仙台高等専門学校、秋田工業高等専

門学校、鶴岡工業高等専門学校、福島工業

高等専門学校との学術交流に関する協定

平成 23 年 10 月 20 日

弘前大学

大学院理工学研究科

八戸工業高等専門学校

岩手大学理工学部

一関工業高等専門学校

４校の研究・教育分野の相互協力に関する

協定

平成 23 年 11 月 22 日

北陸先端

科学技術大学院大学

八戸工業高等専門学校

北陸先端科学技術大学院大学と八戸工業

高等専門学校との推薦入学に関する協定

平成 24 年 2 月 3 日

フィンランド国ヘルシンキ・

メトロポリア応用科学大学、

トゥルク応用科学大学

東北地区６高専

フィンランド国ヘルシンキのメトロポリ

ア及びトゥルクの両応用科学大学と東北

地区６高専との学術交流協定

平成 24 年 6 月 24 日

フランス共和国アルトワ大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

フランス共和国アルトワ大学と東北地区

高専及び函館高専との学術交流協定

平成 25 年 10 月 28 日

建築資料研究所

（日建学院）

八戸工業高等専門学校

建設環境工学科が主催する資格取得支援

講座に関する覚書締結

平成 26 年 2 月 10 日

早稲田大学大学院情報生産シ

ステム研究科

八戸工業高等専門学校

推薦入学に関する覚書
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協定締結状況

締結年月日 締結機関 協定の標題

平成 26 年 7 月 9 日
北陸先端科学技術大学院大学

八戸工業高等専門学校

八戸工業高等専門学校と北陸先端科学技

術大学院大学との推薦入学に関する協定

書

平成 27 年 6 月 17 日

フランス共和国リールＡ技術

短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

旭川工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

長岡工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学

と東北地区高専及び函館高専・小山高専と

の学術交流協定

平成 27 年 9 月 7 日

ベトナム Central Region 
College of Technology 
Economics and Water 
Resources(CKT)
八戸工業高等専門学校

ベトナム Central Region College of 
Technology Economics and Water 
Resources(CKT)と八戸工業高等専門学校

との学術交流協定

平成 27 年 11 月 26 日

弘前大学

青森県

青森市

弘前市

八戸市

むつ市

青森県立保健大学

東北女子大学

八戸工業大学

弘前学院大学

八戸学院大学

青森中央学院大学

弘前医療福祉大学

青森中央短期大学

八戸工業高等専門学校

地（知）の拠点大学による地方創生推進事

業（ＣＯＣ＋）に係る連携・協力協定

平成 27 年 12 月 3 日
蘭州理工大学

八戸工業高等専門学校

八戸工業高等専門学校と蘭州理工大学と

の教育及び研究における交流と連携に関

する覚書

協定締結状況

締結年月日 締結機関 協定の標題

平成 28 年 1 月 13 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国ブロワ技術

短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、

ブロワ技術短期大学と東北地区高専及び

函館高専・小山高専との学術交流協定

平成 28 年 3 月 1 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国ルアーブル

技術短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、ル

アーブル技術短期大学と東北地区高専及

び函館高専・小山高専との学術交流協定

平成 28 年 5 月 31 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国リトラル・コ

ート・ドパル技術短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、リ

トラル・コート・ドパル技術短期大学と東

北地区高専及び函館高専・小山高専との学

術交流協定

平成 28 年 7 月 26 日

建築資料研究所

（日建学院）

八戸工業高等専門学校

産業システム工学科環境都市・建築デザイ

ンコースが主催する資格取得支援講座に

関する覚書（更新）

平成 28 年 7 月 27 日
三沢市

八戸工業高等専門学校

三沢市と八戸工業高等専門学校との連携

に関する協定書

平成 28 年 12 月 8 日

ニュージーランドオタゴポ

リテクニック

八戸工業高等専門学校

ニュージーランドオタゴポリテクニック

と八戸工業高等専門学校との学術交流協

定

平成 28 年 12 月 21 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国ヴァランシ

エンヌ技術短期大学

八戸工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、ヴ

ァランシエンヌ技術短期大学と東北地区

高専及び函館高専・小山高専との学術交流

協定
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協定締結状況

締結年月日 締結機関 協定の標題

平成 28 年 1 月 13 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国ブロワ技術

短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、

ブロワ技術短期大学と東北地区高専及び

函館高専・小山高専との学術交流協定

平成 28 年 3 月 1 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国ルアーブル

技術短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、ル

アーブル技術短期大学と東北地区高専及

び函館高専・小山高専との学術交流協定

平成 28 年 5 月 31 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国リトラル・コ

ート・ドパル技術短期大学

八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、リ

トラル・コート・ドパル技術短期大学と東

北地区高専及び函館高専・小山高専との学

術交流協定

平成 28 年 7 月 26 日

建築資料研究所

（日建学院）

八戸工業高等専門学校

産業システム工学科環境都市・建築デザイ

ンコースが主催する資格取得支援講座に

関する覚書（更新）

平成 28 年 7 月 27 日
三沢市

八戸工業高等専門学校

三沢市と八戸工業高等専門学校との連携

に関する協定書

平成 28 年 12 月 8 日

ニュージーランドオタゴポ

リテクニック

八戸工業高等専門学校

ニュージーランドオタゴポリテクニック

と八戸工業高等専門学校との学術交流協

定

平成 28 年 12 月 21 日

フランス共和国リールＡ技

術短期大学

フランス共和国ヴァランシ

エンヌ技術短期大学

八戸工業高等専門学校

フランス共和国リールＡ技術短期大学、ヴ

ァランシエンヌ技術短期大学と東北地区

高専及び函館高専・小山高専との学術交流

協定
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一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校

秋田工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

函館工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

平成 29 年 3 月 17 日

新モンゴル工業高等専門学

校

八戸工業高等専門学校

新モンゴル工業高等専門学校と八戸工業

高等専門学校との学術交流協定

平成 29 年 3 月 20 日
大連交通大学

八戸工業高等専門学校

大連交通大学と八戸工業高等専門学校と

の学術交流協定

平成 29 年 4 月 20 日
青森県県土整備部

八戸工業高等専門学校

青森県県土整備部と八戸工業高等専門学

校との土木系人財支援に関するパートナ

ーシップ協定書

平成 29 年 5 月 12 日

フィンランド国ヘルシン

キ・メトロポリア応用科学大

学、トゥルク応用科学大学

東北地区６高専

フィンランド国ヘルシンキのメトロポリ

ア及びトゥルクの両応用科学大学と東北

地区６高専との学術交流協定

平成 29 年 7 月 5 日

アメリカ合衆国アリゾナ大

学

八戸工業高等専門学校

アメリカ合衆国アリゾナ大学と八戸工業

高等専門学校との学術交流協定

平成 29 年 9 月 11 日

シンガポールテマセクポリ

クニック

八戸工業高等専門学校

シンガポールテマセクポリクニックと八

戸工業高等専門学校との学術交流協定

平成 29 年 9 月 27 日

フランス共和国アルトワ大

学

東北６高専

函館工業高等専門学校

旭川工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

長岡工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校

フランス共和国アルトワ大学と東北地区

６高専及び函館高専、旭川高専、小山高専、

長岡高専、岐阜高専との学術交流協定

平成 30 年 7 月 24 日

八戸市

八戸商工会議所

八戸学院大学

八戸学院大学短期大学部

八戸工業大学

八戸工業高等専門学校

八戸市、八戸商工会議所及び八戸市高等教

育連携機関との包括的な連携に関する協

定

平成 30 年 11 月 20 日

タイプリンセスチュラポー

ンサイエンスハイスクール

チョンブリ校

八戸工業高等専門学校

タイプリンセスチュラポーンサイエンス

ハイスクール チョンブリ校と八戸工業

高等専門学校との学術交流協定

平成 31 年 1 月 24 日
青い森信用金庫

八戸工業高等専門学校

青い森信用金庫と八戸工業高等専門学校

との連携協力協定

平成 31 年 3 月 29 日
台湾文藻外語大学

八戸工業高等専門学校

台湾文藻外語大学と八戸工業高等専門学

校との学術交流協定

令和 4 年 12 月 2 日 

弘前大学 
大学院理工学研究科 

岩手大学理工学部 
秋田大学 
大学院国際資源学研究科 
大学院理工学研究科 

八戸工業高等専門学校 
一関工業高等専門学校

秋田工業高等専門学校 

６校の研究・教育分野の相互協力に関する

協定 

令和 5 年 1 月 5 日 モンゴル工業技術大学付属

高専 
八戸工業高等専門学校 

モンゴル工業技術大学付属高専と八戸工

業高等専門学校との学術交流協定 

令和 5 年 1 月 5 日 モンゴル科学技術大学付属

高専 
八戸工業高等専門学校 

モンゴル科学技術大学付属高専と八戸工

業高等専門学校との学術交流協定 

令和 5 年 1 月 5 日 新モンゴル学園 
八戸工業高等専門学校 

新モンゴル学園と八戸工業高等専門学校

との学術交流協定 

令和 5 年 3 月 31 日 KOSEN-KMITL（キングモ

ンクット工科大学ラカバン

校高等専門学校） 
八戸工業高等専門学校 

３年次編入学制度に関する覚書 
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令和 4 年 12 月 2 日 

弘前大学 
大学院理工学研究科 

岩手大学理工学部 
秋田大学 
大学院国際資源学研究科 
大学院理工学研究科 

八戸工業高等専門学校 
一関工業高等専門学校

秋田工業高等専門学校 

６校の研究・教育分野の相互協力に関する

協定 

令和 5 年 1 月 5 日 モンゴル工業技術大学付属

高専 
八戸工業高等専門学校 

モンゴル工業技術大学付属高専と八戸工

業高等専門学校との学術交流協定 

令和 5 年 1 月 5 日 モンゴル科学技術大学付属

高専 
八戸工業高等専門学校 

モンゴル科学技術大学付属高専と八戸工

業高等専門学校との学術交流協定 

令和 5 年 1 月 5 日 新モンゴル学園 
八戸工業高等専門学校 

新モンゴル学園と八戸工業高等専門学校

との学術交流協定 

令和 5 年 3 月 31 日 KOSEN-KMITL（キングモ

ンクット工科大学ラカバン

校高等専門学校） 
八戸工業高等専門学校 

３年次編入学制度に関する覚書 
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令和４年度 八戸工業高等専門学校産業技術振興会事業

期 日 内 容 等 場 所

令和 年

月 日

八戸高専産業技術振興会定時総会等

役 員 会：令和 年度行事報告、令和 年度決算報告、会計監査報告

令和 年度行事承認、令和 年度予算承認

定時総会：令和 年度行事報告、令和 年度決算報告、会計監査報告

令和 年度行事承認、令和 年度予算承認

特別講演会

演題：「地元（八戸）で起業して 年、これまでの取組みとこれから」

講師：株式会社 サン・コンピュータ 代表取締役 三浦 克之 氏

八戸グランド

ホテル

令和 年

月 日

八戸工業高等専門学校 キャリア教育プログラム 企業内容説明会

目 的：産業技術振興会会員企業が事業内容を紹介する場を提供し、学生

の職業観や勤労観を涵養する。

対 象：八戸高専本科 ・ 年生、専攻科 年生

参加者：企業 社、本科 ・ 年生、専攻科 年生

八戸高専

開催）

八戸高専の

教育研究援

助に関する

事業

１．学校運営助成

産学官連携に関する会議等

外部評価受審に係る助成

その他

北東北地区大学高専交流会

令和 年 月 日、「北東北地区大学高専交流会」が岩手大学理工学部を主管校として開催された。

この「北東北地区大学高専交流会」は、弘前大学・八戸高専・岩手大学・一関高専の学術協力協定に基づい

て、研究内容・産学連携の事例の紹介を通じて研究者、学生同士の交流を図り、地域企業との産学官連携を深

める契機として令和 3年度まで開催されていた「4 校学術交流会」に、秋田大学・秋田高専が加わり新たに

発足したものである。

今回は、調印式、依頼講演ののち、学生によるショートプレゼンテーションおよびポスター説明が行われた。

令和４年度八戸高専公開講座実施状況

講 座 名 開催日［日数、時間数］ 開 催 場 所 対 象
参加

人員

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 小学生

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 中学生

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ

「ペーパーブリッジをつくろう」

月 日 土

日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ４・Ｚ５教室等

中学生、保護者

中学校教員

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ 「建築模型をつくる」

月 日 土

［ 日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ４・Ｚ５教室等

中学生、保護者

中学校教員

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ「水の浄化実験」

月 日 土

［ 日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ４・Ｚ５教室等

中学生、保護者

中学校教員

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

化学の学校
月 日 土 、 日（日）

（ 日間）［ 日、 時間］

マテリアル・バイオ工学

コース棟ほか

小・中学生

保護者

小・中学校教員

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

１日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

令和５年度八戸高専公開講座実施計画

講 座 名 開催日［日数、時間数］ 開 催 場 所 対 象
募集

人員

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 小学生

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 中学生

「英語」を学び直そう～ スコアアッ

プに向けたトレーニング～

月 日 土 、

月 日(土)

［ 日、 時間］

図書館第 室 一般市民
各日

マイコンを使ったプログラミング体験
月 日 土

［ 日、 時間］

電気情報工学コース棟

情報通信制御実験室

小学５・６年生

中学生

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

化学の学校
月 日 日 、 日（日）

（ 日間）［ 日、 時間］

マテリアル・バイオ工学

コース棟ほか

青森県内および

岩手県北の

小中学生

各日

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ「水の浄化実験」

月 日 土

［ 日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ５教室・水環境実験室

中学生、保護者

中学校教員

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

１日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ

「ペーパーブリッジをつくろう」

月 日 土

日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ５教室

中学生、保護者

中学校教員



－ 18 －

令和４年度八戸高専公開講座実施状況

講 座 名 開催日［日数、時間数］ 開 催 場 所 対 象
参加

人員

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 小学生

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 中学生

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ

「ペーパーブリッジをつくろう」

月 日 土

日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ４・Ｚ５教室等

中学生、保護者

中学校教員

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ 「建築模型をつくる」

月 日 土

［ 日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ４・Ｚ５教室等

中学生、保護者

中学校教員

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ「水の浄化実験」

月 日 土

［ 日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ４・Ｚ５教室等

中学生、保護者

中学校教員

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

化学の学校
月 日 土 、 日（日）

（ 日間）［ 日、 時間］

マテリアル・バイオ工学

コース棟ほか

小・中学生

保護者

小・中学校教員

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

１日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

令和５年度八戸高専公開講座実施計画

講 座 名 開催日［日数、時間数］ 開 催 場 所 対 象
募集

人員

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 小学生

ロケットはなぜ飛ぶか

～ ボトルロケットコンテスト～

月 日 土

［ 日、 時間］
創立 周年記念ホール 中学生

「英語」を学び直そう～ スコアアッ

プに向けたトレーニング～

月 日 土 、

月 日(土)

［ 日、 時間］

図書館第 室 一般市民
各日

マイコンを使ったプログラミング体験
月 日 土

［ 日、 時間］

電気情報工学コース棟

情報通信制御実験室

小学５・６年生

中学生

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

化学の学校
月 日 日 、 日（日）

（ 日間）［ 日、 時間］

マテリアル・バイオ工学

コース棟ほか

青森県内および

岩手県北の

小中学生

各日

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ「水の浄化実験」

月 日 土

［ 日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ５教室・水環境実験室

中学生、保護者

中学校教員

メカ ワールド体験塾 コース
月 日 土

１日、 時間］

機械・医工学コース棟

創造設計室ほか

中学生

中学校教員

環境都市・建築デザインコース

公開講座シリーズ

「ペーパーブリッジをつくろう」

月 日 土

日、 時間］

環境都市・建築デザイン

コース棟

Ｚ５教室

中学生、保護者

中学校教員
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教育研究支援センターの活動

技術長 千葉 憲一

技術職員の組織化は、平成 年 月に学生課に所属する技術室として発足し、平成 年 月から地域テクノセ

ンターの所属となった。更に、平成 年 月に教育研究支援センターという新たな組織としてスタートしている。

令和 年度の教育研究支援センター長は環境都市・建築デザイン工学コースの南 將人教授が担当し、技術職員

名の体制で支援活動をしている。

教育研究支援センターには教育研究・実験支援グループと教育実習支援グループが置かれ、それぞれの技術職員

が、学生の実験・実習及び卒業研究や特別研究等における技術支援、教員の教育研究活動に伴う技術支援、ものづ

くりセンターへの技術支援、総合情報センターへの技術支援、地域テクノセンターへの技術支援、廃水処理施設へ

の技術支援など多岐にわたる業務を行っている。

平成 年度からは、自主探究学習に対する技術支援と支援セミナーとして プリンタおよびレーザー加工機に

ついてのセミナーを実施している。また、本校公開講座「メカｎｏワールド体験塾」、「化学の学校」、その他、多く

の公開講座や地域公民館への出前講座などで活躍している。令和 年度も同様の支援を実施する予定である。

また、東北地区連携の推進のため次に掲げる取り組みを行った。

第 回東北地区国立高等専門学校技術職員研修への参加

この研修会は東北地区の国立高等専門学校に勤務する技術職員の資質向上を目的として、東北地区６高専が持ち

回りで毎年開催している。令和 年度は八戸高専を主管校として、 月 日（水）、 による遠隔研

修として開催された。研修は八戸高専教員による基調講演、技術課題発表などが実施された。本校からは 名の技

術職員が参加し１件口頭発表をした。また、新型コロナ感染予防対策について各高専の実情など情報を共有した。

技術職員研修

 
    令和４年度は、以下の研修に教育研究支援センター技術職員が参加した。 

〇 第２４回東北地区国立高等専門学校技術職員研修

参 加 者 技術職員 飯塚 洋行（技術発表）

技術長 千葉 憲一

技術専門員 大澤 啓志

技術専門職員 遠田 達也

技術専門職員 小笠原 英俊

技術専門職員 小屋畑 勝太

技術専門職員 赤坂 徹

技術専門職員 田中 一樹

技術職員 今村 圭太

会 場 等 八戸工業高等専門学校（Teams によるオンライン研修）

期 間 令和４年８月３１日（水）

〇 令和４年度 人材育成研修会

参 加 者 技術専門職員 小笠原 英俊

会 場 等 東京都千代田区霞が関 大同生命霞が関ビル１階（集合研修）

期 間 令和４年１０月５日（水）～１０月６日（木）
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技術職員研修

 
    令和４年度は、以下の研修に教育研究支援センター技術職員が参加した。 

〇 第２４回東北地区国立高等専門学校技術職員研修

参 加 者 技術職員 飯塚 洋行（技術発表）

技術長 千葉 憲一

技術専門員 大澤 啓志

技術専門職員 遠田 達也

技術専門職員 小笠原 英俊

技術専門職員 小屋畑 勝太

技術専門職員 赤坂 徹

技術専門職員 田中 一樹

技術職員 今村 圭太

会 場 等 八戸工業高等専門学校（Teams によるオンライン研修）

期 間 令和４年８月３１日（水）

〇 令和４年度 人材育成研修会

参 加 者 技術専門職員 小笠原 英俊

会 場 等 東京都千代田区霞が関 大同生命霞が関ビル１階（集合研修）

期 間 令和４年１０月５日（水）～１０月６日（木）
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4 4 1 5 3 31

Sho Sasaki*
Hiroaki Yamamoto*
Kodai Kitagawa
Chikamune Wada*

Identification of causes of falls 
during preimpact falls

Journal of Physical Therapy Science, 
Vol.34, No.4, pp.320-326 (2022.4)

*
*

*

, Vol.37, No.2, pp.91-96 (2022.5)

Kodai Kitagawa Comparison of Machine Learning 
Algorithms for Ball Velocity 
Prediction in Baseball Pitcher using a 
Single Inertial Sensor

Transactions on Machine Learning and 
Artificial Intelligence, Vol.10, No.6, 
pp.9-14 (2022.11)

Kodai Kitagawa Prediction Method for Large 
Grasping Force using Single-Channel 
Surface Electromyography: A Pilot 
Study

European Journal of Applied Sciences, 
Vol.10, No.6, pp.320-325 (2022.11)

Kodai Kitagawa
Koji Matsumoto*
Hayato Nodagashira
Takayuki Nagasaki*
Sota Nakano*
Mitsumasa Hida*
Shogo Okamatsu*
Chikamune Wada*

Foot Placement and Arm Movement 
Combination while Turning Patients
to Prevent Lower Back Pain

International Journal of Human 
Movement and Sports Sciences, Vol.10, 
No.5, pp.1060-1066 (2022.11)

Kodai Kitagawa Investigation on Occupational 
Injuries in the Japanese Fishing 
Industry

IETI Transactions on Ergonomics and 
Safety, Vol.6, No.2, pp.31-38 (2022.12)

Kodai Kitagawa Relationship Between 
Musculoskeletal Load and Weight of 
Manual Fish Handling Via 2D 
Simulation

British Journal of Healthcare and Medical 
Research, Vol. 9, No. 6, pp.190-193
(2022.12)

Yuki Tahara*, Tomomi 
Hayashi-shita*, Takanori 
Nakamura*, Ryo Murashige*, 
Kayoko Yamasaki*, Katsutoshi 
Matsumoto, Akira Hasegawa, 
Takayuki Saito, Kumiko Sato, 
Tetsuo Honma, Ayumi 
Yamamoto, Hirotada Arai, 
Yoshihiro Kadoma, Satomi 
Kawaguchi, Kazuyuki Furuya,
Yasuaki Kikuchi, and Yu F. 
Sasaki

Genotoxicity-suppressing effect of 
Sophora japonica L. aqueous extract

Journal of Complementary and 
Alternative Medical Research, 
17(4),16-26 (2022)

Kotaro Sasaki, Runa Kobayashi, 
Takanori Nakamura*, Yasuaki
Kikuchi, Galbreath Hannah 
Elizabeth, Katsutoshi 
Matsumoto, Akira Hasegawa, 
Takayuki Saito, Kumiko Sato, 
Tetsuo Honma1, Ayumi
Yamamoto, Hirotada Arai, 
Yoshihiro Kadoma, Satomi 

Are Bases Alkylated by Branched 
Alkylating Agents Removed by
Nucleotide Excision Repair or Base 
Excision Repair?

Advances in Clinical Toxicology, 
DOI:10.23880/act-16000243 (2022)

＜学位取得・博士論文の概要＞

「日本の地域居住者集団における体組成と肺機能の関係」

総合科学教育科 准教授 川端 良介

肥満は肺機能の低下に関連することが報告されており，呼吸系のコンプライアンスの低下には内臓脂

肪の増加が影響している可能性が示唆されている．しかし，内臓脂肪の推定には，MRI や CT などの高

額な機器を使用する必要があり，簡易的肥満指標である BMI，ウエストヒップ比，体脂肪量などが使用

され，内臓脂肪量（面積）と肺機能の関連を示した報告は少ない．しかし，近年，腹部生体インピーダ

ンス法により，簡易的に内臓脂肪面積の推定が可能となった．内臓脂肪面積と肺機能の関連が明らかに

なれば，呼吸機能系の疾患の予防には，皮下脂肪だけではなく内臓脂肪を減らす必要性が明確となる．

また，これらのメカニズムは現在明らかとなっていないが，内臓脂肪面積が基準値以上であることが必

須条件であるメタボリックシンドロームは耐糖能，炎症性サイトカインの数値を上昇させることにより，

閉塞性換気障害に寄与する可能性が示唆されている．そこで，本研究では，閉塞性換気障害の予防・改

善のための基礎的な研究として，内臓脂肪面積を含めた体組成と肺機能の関連性とメカニズムを検討し

た．また，閉塞性換気障害の発症メカニズムを明らかにするため，耐糖能，炎症性サイトカインと肺機

能，内臓脂肪面積の関連を検討した．その結果，男性 65 歳未満群の内臓脂肪面積と FEV1/FVC に関連

がみられた．また，FEV1/FVC は閉塞性換気障害の診断基準として用いられているため，内臓脂肪面積

の増加は閉塞性換気障害の発症を促進する可能性が示唆された．なお，これらは内臓脂肪面積の増加が

炎症性サイトカインである IL-6 の増加を促進し，IL-6 が基準値以上となることで，FEV1/FVC が低下

する子ｔに起因している可能性が示唆された．また，女性 65 歳以上群の内臓脂肪面積と FVC%予測値

にも関連がみられたため，内臓脂肪面積の増加は肺機能の低下を促進する可能性も示唆された．

本研究では，幅広い年代（20 歳以上）の大規模の一般住民を対象として実施した．その結果，男性

65 歳未満群と女性 65 歳以上群において内臓脂肪面積と肺機能との間に有意な負の相関がみられた．こ

の結果は，予防医学的に大きな価値を有する基本的な証拠となりうると考えられる．
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K.Hada*,M.Kino* 

The Magnetic Field Structure 
in the Jet Acceleration and 
Collimation Zone of M87 

Black hole astrophysics 
with VLBI 2023 

2023.2 

S.Koyama*,K.Asada*, 
M.Nakamura 

Study of Jet Collimation 
Profile in Mrk 501 

Black hole astrophysics 
with VLBI 2023 

2023.2 

K. Yi*,J.Park*, 
M.Nakamura, S.Trippe  

The Spectral and 
Polarimetric Analysis 
towards the Acceleration and 
Collimation Zone of FSRQ 
1928+738 

Black hole astrophysics 
with VLBI 2023 

2023.2 

Shuntaro Mizuno Inflationary gravitational 
waves in consistent D to 4 
Einstein-Gauss-Bonnet 
gravity 

2022 Gravitational Wave 
Physics and astronomy: 
Genesis 

2022.4 

M. Mabuchi,  
Y. Nakamura (Yoshimichi),  
A. Sai,  
A. Saeki,  
K. Hasegawa,  
R. Kawabata, K. Wada,  
Y. Nakamura (Yoshitaka),  
T. Kakudate,  
K. Kaneko,  
M. Kobune,  
S. Lee 

SELF-DIRECTED 
RESEARCH (1): 
AN OVERVIEW OF 
CURRENT APPROCHES 

The 15th International 
Symposium on Advances 
in Technology Education 
(ISATE 2022), pp.114-119 

2022.9 

Y. Nakamura (Yoshimichi),  
A. Sai,  
A. Saeki,  
K. Hasegawa,  
R. Kawabata,  
K. Wada,  
Y. Nakamura (Yoshitaka),  
T. Kakudate,  
K. Kaneko,  
M. Kobune,  
S. Lee and  
M. Mabuchi 

SELF-DIRECTED
RESEACH (2): 

 

HOW DO WE LEAVE NO 
STUDENT BEHIND?

 

The 15th International 
Symposium on Advances 
in Technology Education 
(ISATE 2022), pp.315-318 

2022.9 

A. Sai,  
Y. Nakamura (Yoshimichi),  
A. Saeki,  
K. Hasegawa,  
R. Kawabata,  
K. Wada,  
Y. Nakamura (Yoshitaka),  
T. Kakudate,  
K. Kaneko,  
M. Kobune,  
S. Lee, and  
M. Mabuchi 

SELF-DIRECTED 
RESEACH (3) 
THE ATTEMPT OF 
IMPROVING 
SELF-DIRECTED 
RESEACH BY ‘ROBOT 
MUSUME’ 

The 15th International 
Symposium on Advances 
in Technology Education 
(ISATE 2022), pp.31-35 

2022.9 

Akio Kikuchi ACTIVE LEARNING BASED 
ON TOURISM AND 
CULTURE: Lake Towada as 
Teaching Material 

The 15th International 
Symposium on Advances 
in Technology Education 
(ISATE 2022), pp.198-200 

2022.9 

pH
103

P1-2pm-26 
2023.3 
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令和４年度 八戸工業高等専門学校 専攻科特別研究テーマ一覧表
【機械システムデザインコース：AM】

【電気情報システム工学コース：AE】

学生氏名 テ ー　マ 指導教員 備　考

石　橋　　　輝
サウナ室内のふく射伝熱量の把握とそれに伴う生体熱反応の評価

古川　琢磨

小豆嶋　隼　崇
つま先に関節を搭載した二足歩行ロボットの製作

郭　　福会

髙　木　松　誠

ふく射影響下における自然対流境界層中の壁面放射率特性が及ぼす影響
の可視化測定

古川　琢磨

水　口　広　太
共振現象を利用した超高サイクル疲労試験装置の試作と改良

武尾　文雄

南　舘　拓　実
パーキンソン病の振動療法に関する研究

黒沢　忠輝

柳　沢　啓　斗

ハイパーサーミアにおける非侵襲温度分布計測のディープラーニングに
よるアプローチ

井関　祐也

上　野　晴　奈 口腔がん治療にむけた新規がん温熱治療装置の開発 井関　祐也 特別研究
優秀賞

学生氏名 テ ー　マ 指導教員 備　考

蛯　名　恭　久
コールドウォール型熱CVD法によるグラフェン成膜方法の最適化

中村　嘉孝

大　澤　士　竜
深層強化学習を用いた多脚ロボットの歩行動作の獲得

釜谷　博行

小子内　行　羅
熱CVD法によるh-BNのSi基板上への直接成長法

中村　嘉孝 特別研究
優秀賞

向谷地　孝一朗
経皮ワイヤレス電力伝送システムの磁界曝露等価インピーダンス評価

野中　　崇

山　地　龍　生 訓練データ選別によるエージェント学習の効率化 釜谷　博行
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【マテリアル・バイオ工学コース：AC】

【環境都市・建築デザインコース：AZ】

学生氏名 テ ー　マ 指導教員 備　考

岩　舘　里緒菜
粒子形態を制御した Ti O の合成とその電極特性

Ti O 長谷川　章

下　沢　舞　優

核燃料再処理工程から生じる溶媒劣化物の高圧熱水処理に対する固体触
媒の影響

本間　哲雄

竹ケ原　陽　斗
海洋生物由来化合物のTK6細胞に対する細胞毒性・遺伝毒性評価

山本　　歩

舩　渡　遼　平
椿の枝から単離した野生酵母のワイン醸造適性の分析

山本　　歩

三　浦　菜々美
カシス抽出物のUVC誘発細胞障害に対する保護効果

山本　　歩

森　　　海　斗
ガス攪拌槽における液液界面の物質移動特性

新井　宏忠

谷　地　朝　伎
マンガン－チタン系酸化物の組成と電極特性

門磨　義浩 特別研究
優秀賞

学生氏名 テ ー　マ 指導教員 備　考

赤　坂　　　翼
各種ゼオライトを混合したモルタルの配合検討と分配係数への影響評価

庭瀬　一仁 特別研究
最優秀賞

【機械システムデザインコース】 【電気情報工学コース】
学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

間 　 亮 輔 筋固縮定量評価装置の開発 黒沢　忠輝

淡 路 侑 香 ストーン含有型サウナストーブの熱流体力学
的観点からの考察 古川　琢磨

大久保　和　樹 超音波画像を用いた非侵襲 3 次元温度分布計
測 井関　祐也

大志民　　　和 VAC法を応用した材料表面改質装置の開発
－装置本体の改良－ 古谷　一幸

小笠原　照　悟 対流現象可視化のためのS-BOS法の有用性評
価 古川　琢磨

小笠原　大　輝 EBSD用サンプルにおける研磨工程の確立 田口　恭輔

織 田 零 央 条件付き敵対的生成ネットワークを用いた非
侵襲温度分布解析モデルの最適化 井関　祐也

加倉井　　　陽 蛇型ロボットの開発 郭　　福会

椛　澤　慎之介 円形水路内の流れと液だれの状態に関する観
察調査 沢村　利洋

佐々木　瑞　貴 ガードヒータ型サーミスタプローブを用いた
血管周囲の有効熱伝導率 井関　祐也

下 村 友 貴 室内の熱快適性評価における生体温熱モデル
の予測性能の評価 古川　琢磨

杉 浦 純 也 超音波振動援用ドリル加工時における加工速
度の多段化が工具および被削材に及ぼす影響 田口　恭輔

高 橋 光 太 矩形水路における風波成長過程の観察 沢村　利洋

田 中 慎 也 共振現象を利用した超高サイクル疲労試験装
置の試作と改良（板状試験片の場合） 武尾　文雄

田 中 天 統 レーザー治療に向けた生体伝熱現象の詳細モ
デリング 古川　琢磨

對 馬 健 太
直流電位差法による配管減肉評価に関する研
究（減肉範囲が広い場合の肉厚分布測定の試
み）

武尾　文雄

西 　 晴 菜
超音波振動援用ドリル加工における被削材の
材料表層金属結晶構造がバリの生成に及ぼす
影響

田口　恭輔

前 田 竜 汰 バイメタルを用いた針状電極加温装置の開発 井関　祐也

升 田 亮 佑 新型エコランカーの開発（NP号 の開
発） 村山　和裕

松 本 圭 都 VAC法を応用した材料表面改質装置の開発
－電源の改良－ 古谷　一幸

若 竹 勇 人 口腔から発する飛沫に対する白息による可視
化可能性の調査 沢村　利洋

赤 坂 優 斗 筋固縮定量評価装置の開発 黒沢　忠輝

荒 沢 優 真 VAC法を応用した材料表面改質装置の開発
－システムインテグレーション－ 古谷　一幸

齋 藤 唯 維 3D医用画像に基づく血流解析のためのヒト大
血管実形状モデリング 森　　大祐

佐 藤 久 仁 置き忘れ防止装置の開発 田口　恭輔

竹 井 駿 太 パーキンソン病の振動療法に関する研究 黒沢　忠輝

田 沼 尚 樹 水溶性粒子を用いたアブレシブウォーター
ジェット切断面の表面性状の調査 沢村　利洋

西 山 　 航 小規模ねじ分け装置の開発 郭　　福会

野田頭　隼　人 移乗介助動作の腰部負荷軽減に向けた介助者
の足部位置に関する研究 北川　広大

宮 下 功 誠
内皮細胞の形態と流れの相互作用に関する計
算流体力学的解析（血管分岐部における流れ
場の場合）

森　　大祐

吉 田 宜 央 粒子法を用いた微小血管内の血液循環がん細
胞の流動解析 森　　大祐

学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

工 藤 温 紀 メッシュ電極大気圧DBDを用いたガラス基板
の親水性向上と成膜の試み 鎌田　貴晴

下 村 瑠 也 を用いた半導体デバイス測定装置の開発 角館　俊行

島 脇 圭 佑 人工臓器への無線電力伝送時の生体吸収エネ
ルギーの評価 野中　　崇

武 井 亮 賢 負荷に依存しないWPTシステムの開発に向け
たインバータの設計 大里　辰希

立 﨑 達 也 PSDノズル型陽極の中心孔径に対する放電特
性の変化 鎌田　貴晴

舘 　 隼 人 プラズマCVD法による触媒金属基板上への六
方晶窒化ホウ素（h-BN）合成技術の開発 中村　嘉孝

千 葉 祐 敬 PSDシステムの反射電極導入がプラズマ密度
に与える影響 鎌田　貴晴

二 部 汐 栞 オーディオアンプのノイズ解析及び評価 大里　辰希

橋 本 正 彦 スパッタリング法による六方晶窒化ホウ素
（h-BN）の作成条件の最適化 中村　嘉孝

古 市 修 基 多段PFN回路におけるPSDのパルス幅および
プラズマ特性に与える影響 鎌田　貴晴

母良田　　　友 有機共蒸着膜の作製と構造評価 角館　俊行

三　上　うらら メラノーマ診断における高速温度推定システ
ムの構築 野中　　崇

青 山 豊 茂 インタラクティブグラフを用いた数学教材試
作に関する研究 細川　　靖

浅　利　かなた 画像処理とCO2測定モジュールを用いた空間
人数監視システムに関する研究 細川　　靖

新 谷 大 翔 多人数顔認証の性能向上に関する研究 釜谷　博行

池 田 光 一 海女仮想体験システムの３DCGエンジンによ
る仮想空間再構築に関する研究 大里　辰希

大 橋 亮 哉 C++による真空蒸着装置のるつぼ温度コント
ロールシステムの製作 角館　俊行

沖　澤　孝之介 単語の分散表現の獲得方法の違いによる自動
要約性能の比較 釜谷　博行

川 村 澪 渉 海中画像と3DCGエンジンを用いた海底モデ
ル生成に関する研究 細川　　靖

小 林 佳 弘 メッシュ電極大気圧DBDのプラズマ処理水作
製と豆苗の成長に及ぼす影響 鎌田　貴晴

佐 藤 光 史 無線マイコンを用いたデータグローブ試作に
関する研究 細川　　靖

嶋 守 祐 樹 ZnO/Si（111）上へのグラフェン転写技術の開発 中村　嘉孝

新 田 彩 奈
技術・家庭科における学習動機づけを目指し
た出前授業に関する研究 －プログラミング学
習ロボット教材の試作－

細川　　靖

関 根 真 旺 走査トンネル顕微鏡の立ち上げと新規試料ホ
ルダの開発 角館　俊行

舘 野 聖 南 二次元物質の各種特性測定用プログラムの開
発と計測 中村　嘉孝

田 畑 玲 穏 エッジディープラーニングにおけるFPGAの
性能評価 釜谷　博行

中 野 陽 太 の処理速度改善によるダブル熱パル
ス法の精度向上 野中　　崇

中 村 優 斗 ZnOスパッタ膜を用いた二次元物質の転写技
術の開発 中村　嘉孝

服 部 慎 司 マイコンを用いた計測機器の自動制御
― 真空中のFETの特性評価 ― 角館　俊行

平 尾 宗 之 複数デバイスへの同時無線給電システムの開発 野中　　崇

古 舘 源 貴 走行中EVへのワイヤレス給電システムのデモ
装置開発 野中　　崇

間 部 莉 帆 LMSフーリエアナライザを用いたリコーダ練
習アプリケーション 工藤　憲昌

山 一 真 也 スクリーンキャプチャを状態入力とした強化
学習によるゲーム の開発 釜谷　博行

山 道 大 翔 共振形インバータにおける回路特性の可視化 大里　辰希

横 沢 直 哉 Pythonによる有機薄膜デバイス測定プログラ
ムの開発 角館　俊行

エ ム ン 深層学習によるモンゴル語式指文字の認識シ
ステムの開発 釜谷　博行

西 谷 宥 人 を用いたハウリングキャンセラの開発環
境の構築 工藤　憲昌

卒業研究テーマ一覧表
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【マテリアル・バイオ工学コース：AC】

【環境都市・建築デザインコース：AZ】

学生氏名 テ ー　マ 指導教員 備　考

岩　舘　里緒菜
粒子形態を制御した Ti O の合成とその電極特性

Ti O 長谷川　章

下　沢　舞　優

核燃料再処理工程から生じる溶媒劣化物の高圧熱水処理に対する固体触
媒の影響

本間　哲雄

竹ケ原　陽　斗
海洋生物由来化合物のTK6細胞に対する細胞毒性・遺伝毒性評価

山本　　歩

舩　渡　遼　平
椿の枝から単離した野生酵母のワイン醸造適性の分析

山本　　歩

三　浦　菜々美
カシス抽出物のUVC誘発細胞障害に対する保護効果

山本　　歩

森　　　海　斗
ガス攪拌槽における液液界面の物質移動特性

新井　宏忠

谷　地　朝　伎
マンガン－チタン系酸化物の組成と電極特性

門磨　義浩 特別研究
優秀賞

学生氏名 テ ー　マ 指導教員 備　考

赤　坂　　　翼
各種ゼオライトを混合したモルタルの配合検討と分配係数への影響評価

庭瀬　一仁 特別研究
最優秀賞

【機械システムデザインコース】 【電気情報工学コース】
学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

間 　 亮 輔 筋固縮定量評価装置の開発 黒沢　忠輝

淡 路 侑 香 ストーン含有型サウナストーブの熱流体力学
的観点からの考察 古川　琢磨

大久保　和　樹 超音波画像を用いた非侵襲 3 次元温度分布計
測 井関　祐也

大志民　　　和 VAC法を応用した材料表面改質装置の開発
－装置本体の改良－ 古谷　一幸

小笠原　照　悟 対流現象可視化のためのS-BOS法の有用性評
価 古川　琢磨

小笠原　大　輝 EBSD用サンプルにおける研磨工程の確立 田口　恭輔

織 田 零 央 条件付き敵対的生成ネットワークを用いた非
侵襲温度分布解析モデルの最適化 井関　祐也

加倉井　　　陽 蛇型ロボットの開発 郭　　福会

椛　澤　慎之介 円形水路内の流れと液だれの状態に関する観
察調査 沢村　利洋

佐々木　瑞　貴 ガードヒータ型サーミスタプローブを用いた
血管周囲の有効熱伝導率 井関　祐也

下 村 友 貴 室内の熱快適性評価における生体温熱モデル
の予測性能の評価 古川　琢磨

杉 浦 純 也 超音波振動援用ドリル加工時における加工速
度の多段化が工具および被削材に及ぼす影響 田口　恭輔

高 橋 光 太 矩形水路における風波成長過程の観察 沢村　利洋

田 中 慎 也 共振現象を利用した超高サイクル疲労試験装
置の試作と改良（板状試験片の場合） 武尾　文雄

田 中 天 統 レーザー治療に向けた生体伝熱現象の詳細モ
デリング 古川　琢磨

對 馬 健 太
直流電位差法による配管減肉評価に関する研
究（減肉範囲が広い場合の肉厚分布測定の試
み）

武尾　文雄

西 　 晴 菜
超音波振動援用ドリル加工における被削材の
材料表層金属結晶構造がバリの生成に及ぼす
影響

田口　恭輔

前 田 竜 汰 バイメタルを用いた針状電極加温装置の開発 井関　祐也

升 田 亮 佑 新型エコランカーの開発（NP号 の開
発） 村山　和裕

松 本 圭 都 VAC法を応用した材料表面改質装置の開発
－電源の改良－ 古谷　一幸

若 竹 勇 人 口腔から発する飛沫に対する白息による可視
化可能性の調査 沢村　利洋

赤 坂 優 斗 筋固縮定量評価装置の開発 黒沢　忠輝

荒 沢 優 真 VAC法を応用した材料表面改質装置の開発
－システムインテグレーション－ 古谷　一幸

齋 藤 唯 維 3D医用画像に基づく血流解析のためのヒト大
血管実形状モデリング 森　　大祐

佐 藤 久 仁 置き忘れ防止装置の開発 田口　恭輔

竹 井 駿 太 パーキンソン病の振動療法に関する研究 黒沢　忠輝

田 沼 尚 樹 水溶性粒子を用いたアブレシブウォーター
ジェット切断面の表面性状の調査 沢村　利洋

西 山 　 航 小規模ねじ分け装置の開発 郭　　福会

野田頭　隼　人 移乗介助動作の腰部負荷軽減に向けた介助者
の足部位置に関する研究 北川　広大

宮 下 功 誠
内皮細胞の形態と流れの相互作用に関する計
算流体力学的解析（血管分岐部における流れ
場の場合）

森　　大祐

吉 田 宜 央 粒子法を用いた微小血管内の血液循環がん細
胞の流動解析 森　　大祐

学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

工 藤 温 紀 メッシュ電極大気圧DBDを用いたガラス基板
の親水性向上と成膜の試み 鎌田　貴晴

下 村 瑠 也 を用いた半導体デバイス測定装置の開発 角館　俊行

島 脇 圭 佑 人工臓器への無線電力伝送時の生体吸収エネ
ルギーの評価 野中　　崇

武 井 亮 賢 負荷に依存しないWPTシステムの開発に向け
たインバータの設計 大里　辰希

立 﨑 達 也 PSDノズル型陽極の中心孔径に対する放電特
性の変化 鎌田　貴晴

舘 　 隼 人 プラズマCVD法による触媒金属基板上への六
方晶窒化ホウ素（h-BN）合成技術の開発 中村　嘉孝

千 葉 祐 敬 PSDシステムの反射電極導入がプラズマ密度
に与える影響 鎌田　貴晴

二 部 汐 栞 オーディオアンプのノイズ解析及び評価 大里　辰希

橋 本 正 彦 スパッタリング法による六方晶窒化ホウ素
（h-BN）の作成条件の最適化 中村　嘉孝

古 市 修 基 多段PFN回路におけるPSDのパルス幅および
プラズマ特性に与える影響 鎌田　貴晴

母良田　　　友 有機共蒸着膜の作製と構造評価 角館　俊行

三　上　うらら メラノーマ診断における高速温度推定システ
ムの構築 野中　　崇

青 山 豊 茂 インタラクティブグラフを用いた数学教材試
作に関する研究 細川　　靖

浅　利　かなた 画像処理とCO2測定モジュールを用いた空間
人数監視システムに関する研究 細川　　靖

新 谷 大 翔 多人数顔認証の性能向上に関する研究 釜谷　博行

池 田 光 一 海女仮想体験システムの３DCGエンジンによ
る仮想空間再構築に関する研究 大里　辰希

大 橋 亮 哉 C++による真空蒸着装置のるつぼ温度コント
ロールシステムの製作 角館　俊行

沖　澤　孝之介 単語の分散表現の獲得方法の違いによる自動
要約性能の比較 釜谷　博行

川 村 澪 渉 海中画像と3DCGエンジンを用いた海底モデ
ル生成に関する研究 細川　　靖

小 林 佳 弘 メッシュ電極大気圧DBDのプラズマ処理水作
製と豆苗の成長に及ぼす影響 鎌田　貴晴

佐 藤 光 史 無線マイコンを用いたデータグローブ試作に
関する研究 細川　　靖

嶋 守 祐 樹 ZnO/Si（111）上へのグラフェン転写技術の開発 中村　嘉孝

新 田 彩 奈
技術・家庭科における学習動機づけを目指し
た出前授業に関する研究 －プログラミング学
習ロボット教材の試作－

細川　　靖

関 根 真 旺 走査トンネル顕微鏡の立ち上げと新規試料ホ
ルダの開発 角館　俊行

舘 野 聖 南 二次元物質の各種特性測定用プログラムの開
発と計測 中村　嘉孝

田 畑 玲 穏 エッジディープラーニングにおけるFPGAの
性能評価 釜谷　博行

中 野 陽 太 の処理速度改善によるダブル熱パル
ス法の精度向上 野中　　崇

中 村 優 斗 ZnOスパッタ膜を用いた二次元物質の転写技
術の開発 中村　嘉孝

服 部 慎 司 マイコンを用いた計測機器の自動制御
― 真空中のFETの特性評価 ― 角館　俊行

平 尾 宗 之 複数デバイスへの同時無線給電システムの開発 野中　　崇

古 舘 源 貴 走行中EVへのワイヤレス給電システムのデモ
装置開発 野中　　崇

間 部 莉 帆 LMSフーリエアナライザを用いたリコーダ練
習アプリケーション 工藤　憲昌

山 一 真 也 スクリーンキャプチャを状態入力とした強化
学習によるゲーム の開発 釜谷　博行

山 道 大 翔 共振形インバータにおける回路特性の可視化 大里　辰希

横 沢 直 哉 Pythonによる有機薄膜デバイス測定プログラ
ムの開発 角館　俊行

エ ム ン 深層学習によるモンゴル語式指文字の認識シ
ステムの開発 釜谷　博行

西 谷 宥 人 を用いたハウリングキャンセラの開発環
境の構築 工藤　憲昌

卒業研究テーマ一覧表
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【マテリアル・バイオ工学コース】 【環境都市・建築デザインコース】
学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

梅 津 佑 夏 金属電極を用いたアーク放電による微粒子材
料の合成 齊藤　貴之

賣井坂　若　菜 耐アルカリ性触媒担体を用いたアンモニア分
解水素生成触媒の特性化 長谷川　章

小笠原　叶　笑 溶融金属中介在物の異相界面捕捉挙動の解明 新井　宏忠

上 平 匠 真 本間　哲雄

木 村 壘 生 PVCフィルムへの未利用無機資源充填条件の
検討とフィルムの物性評価 佐藤久美子

齋 藤 衣 織 硝酸性窒素の有効利用を目指した固体材料の
探索 小船茉理奈

佐々木　一　乃 旋回流れ場を利用したアルミニウム溶湯中介
在物分離に関する水モデル実験 新井　宏忠

佐々木　伸　太 ガラス同士の接着に関する力学的評価と接着
表面の分析 佐藤久美子

佐 藤 光 翼 エッチング液内における2 種金属間の電気的性質 松本　克才

佐 藤 匠 哉 を用いた無色透明ポリイミドの合成と
特性 菊地　康昭

佐 藤 春 陽 ガス攪拌槽における液液界面の物質移動特性 新井　宏忠

柴 田 優 希 ノンシアン無電解での ダイレクトめっきプ
ロセス 松本　克才

須 藤 愛 佳 ニンニク廃棄部位を原料とするセルロースハ
イドロゲルの調製とその金属イオン吸着能力 菊地　康昭

平 　 賢 知 Connarus単離物の変異原性抑制機構の解析 川口　恵未

沼 沢 花 夏 アルミナ担持ニッケル触媒による のメタ
ネーション反応 長谷川　章

根 城 響 子 無電解超薄膜Niめっき被膜の作製 松本　克才

福 田 知 子 ヒノキチオール認識能を有するホスト分子含
有高分子膜の開発 菊地　康昭

宮 﨑 悠 聡 無機資源充填ポリオキサゾリングラフト化PS
フィルム調製手法の検討 佐藤久美子

類 家 忠 大 アーク放電を用いたフラーレン合成装置の開発 齊藤　貴之

和 田 基 マイクロバブルによるマンガン系酸化物の合
成と電極特性 門磨　義浩

秋 山 琴 見 サブトラクティブ法による微細回路形成 松本　克才

石 上 柊 月 PMeOZOテレケリックスによるプラズマ処理
済銅板の親水性向上 佐藤久美子

伊 藤 璃 央 アーク放電を用いた炭素材料合成への水素分
圧変化における効果 齊藤　貴之

大　宮　瑠々美 ナノチタニア触媒を用いた逆シフト反応触媒
の調製とその特性化 長谷川　章

川 島 　 成 ゼロ価鉄による水中硝酸イオン還元反応 小船茉理奈

後 藤 希 望 チタン置換マンガン系酸化物の電極特性の組
成依存性 門磨　義浩

小 森 勇 真 紅藻マツノリに由来する抗菌化合物の探索 金子　賢介

下 田 華 仙 本間　哲雄

鈴 木 清 太 山本　　歩

髙 木 幹 太 山本　　歩

中野渡　泰　輝 旋回流れ場におけるアルミニウム溶湯中介在
物の分離挙動解析 新井　宏忠

中 村 月 担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元
反応における反応温度の影響 小船茉理奈

西 川 淳 史 紅藻フジマツモ由来化学成分の構造解析 金子　賢介

早 坂 来 翔 山本　　歩

樋 口 花 菜 阿房宮エキスによる蛍光性AGEの生成抑制効果 川口　恵未

母良田　竜ノ介 . を活用した紅藻ウラソゾ由来新規臭
素化酵素の探索 金子　賢介

米 田 唯 愛 本間　哲雄

真 坪　克　弥 担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元
反応における還元条件の影響 小船茉理奈

松 橋 尚 哉 B16メラノーマ細胞における食用菊のメラニ
ン形成抑制効果 川口　恵未

テ ン メ ー 山本　　歩

学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

飯 田 璃 咲 丸岡　　晃

今 泉 有 人 庭瀬　一仁

上 條 陽 也 下水処理場の抗生物質耐性大腸菌の実態調査と
耐性菌の薬剤耐性数による塩素消毒効果の把握 李　　善太

上　條　日菜子 八戸市におけるウォーカブル推進事業の課題と
展望 河村　信治

蛯 名 喜 子 馬淵川における洪水時の流況解析 南　　將人
加 藤 颯 人 熊本県熊本地方の地震における周期特性の検討 杉田　尚男
金　濱　健太朗 熊本県熊本地方の地震における方向性の検討 杉田　尚男

川 原 大 和 無機系多孔質発泡軽量資材の骨材利用による
廃ガラス資源循環に関する基礎研究 庭瀬　一仁

佐々木　ゆのか 中空ねじり試験機による飽和硅砂７号の繰返
し変形特性と再液状化評価 清原　雄康

佐々木　　　来 地震時におけるしらす土粒子の摩耗が盛土崩
壊に及ぼす影響 清原　雄康

杉 本 梨 夢 施工後19年経過したしらす盛土の降雨時浸透
特性と再現解析 清原　雄康

高　橋　悠太郎 赤潮移流拡散解析のデータ圧縮と ベース
での可視化 丸岡　　晃

髙 山 夏 姫 李　　善太

玉 熊 義 貴 庭瀬　一仁

出 町 悠 資 杉田　尚男

土 岐 翔 洋 丸岡　　晃

豊 坂 雄 斗 南　　將人

豊 村 征 紀 丸岡　　晃

中 野 拓 磨 小川原湖における水質変化に関する考察 藤原　広和

端 本 　 蓉 藤原　広和

畠 山 琴 羽 河村　信治

畠 山 櫻 子 ファージによる下水処理過程での薬剤耐性菌
制御の実用化に向けた基礎検討 李　　善太

樋 口 志 保 青森県地域におけるAMeDAS観測データを用
いた積雪トレンドの分析 藤原　広和

山 上 東 志 杉田　尚男

山 道 心 真 南　　將人

間 　 俊 輔 中泊町における繁柱式板倉の分布と歴史的価値 馬渡　　龍
及 川 紗 栄 日本の中高層木造建築の実態に関する研究 金　　善旭
小 原 叶 夢 八戸市の小中学校配置の現状と適正配置の課題 馬渡　　龍

葛 西 綾 乃 馬渡　　龍

工　藤　真奈実 ソーシャルメディアにみる八戸市美術館の評価 馬渡　　龍

後 藤 茉 璃 三沢地域における米軍ハウスの特徴に関する
研究~生産面に着目して~ 金　　善旭

佐々木　あゆな 青森県の住宅における水害の研究 金　　善旭

佐　藤　功治朗

鈴 木 颯 人

野 口 滉 稀 地域型グリーン化事業からみる秋田県の住宅
生産体制に関する研究 金　　善旭

ビ ー ム 中泊町における繁柱式板倉の建築的特徴 馬渡　　龍

地域産業等への技術協力・助言
 

奨学寄附金、受託研究、共同研究はもとより、地域テクノセンターを窓口にして、企業・地方公

共団体等からの依頼に応じて、技術指導・協力・助言を行っております。

【 機械・医工学コース 】

・3 ユニット型配電線移動ロボットに関する研究

・高振動フレッティング摩擦に関する研究

・極低温硬さ測定に関する研究

・音響理論に基づく内燃機関の吸排気騒音の解析

・傾斜面における水潤滑走体の速度について

・ロール紙芯管に取りつけた口金の衝撃圧縮荷重に対する補強効果

・加振機による製品に対する振動の影響に関する試験

・食肉用ポリ袋のシール部における衝撃強度に関する研究

・AutoCAD の利用法に関する助言

・ウォータージェットによるレゾルバ切断の可能性について

・ウォータージェットによる回路基板の分別回収について

・ホタテ養殖網の洗浄について

・ウォータージェットによる微細溝加工の可能性について

・ウォータージェットによる曲面の木目出しについて

・原子炉用構造材料の中性子照射損傷に関して

・燃焼機器・燃焼技術に関する助言

・風力・太陽光中規模ハイブリッド発電システムの研究開発

（機械機構詳細設計）

・トラックボールの摩耗に関する助言

【 電気情報工学コース 】

・薄膜化による新しい機能を持った材料の開発

・神楽の採譜に関する基礎検討

・3 素子形発振回路の発振モードの安定化

・サーボモータの振動制御に関する検討

・IC・半導体部品の故障診断技術

・無線センサネットワークによる遠隔地からの計測技術

・自動車整備におけるエレクトロニクス・情報技術に関する研究

・PIC マイコンを用いたタイムレコーダーの開発

・海女 潜水 仮想体験学習システム開発に関する研究

・携帯電話を用いた在庫管理と安否確認に関する研究

【 マテリアル・バイオ工学コース 】

・野菜スープの発癌抑制作用に関する研究

・鉱滓の地盤材料としての液状化抵抗性に関する研究

・海産物由来の廃棄物の有効利用並びに超臨界二酸化炭素を用いた有用成分の抽出

・新規な高分子の合成並びに既存高分子の高機能化

・各種の触媒の開発と評価

・バイオマスガス化装置の運転条件について

・企業の英字パンフレットの作成 総合科学科と共同

・材料の耐熱性に関する評価
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【マテリアル・バイオ工学コース】 【環境都市・建築デザインコース】
学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

梅 津 佑 夏 金属電極を用いたアーク放電による微粒子材
料の合成 齊藤　貴之

賣井坂　若　菜 耐アルカリ性触媒担体を用いたアンモニア分
解水素生成触媒の特性化 長谷川　章

小笠原　叶　笑 溶融金属中介在物の異相界面捕捉挙動の解明 新井　宏忠

上 平 匠 真 本間　哲雄

木 村 壘 生 PVCフィルムへの未利用無機資源充填条件の
検討とフィルムの物性評価 佐藤久美子

齋 藤 衣 織 硝酸性窒素の有効利用を目指した固体材料の
探索 小船茉理奈

佐々木　一　乃 旋回流れ場を利用したアルミニウム溶湯中介
在物分離に関する水モデル実験 新井　宏忠

佐々木　伸　太 ガラス同士の接着に関する力学的評価と接着
表面の分析 佐藤久美子

佐 藤 光 翼 エッチング液内における2 種金属間の電気的性質 松本　克才

佐 藤 匠 哉 を用いた無色透明ポリイミドの合成と
特性 菊地　康昭

佐 藤 春 陽 ガス攪拌槽における液液界面の物質移動特性 新井　宏忠

柴 田 優 希 ノンシアン無電解での ダイレクトめっきプ
ロセス 松本　克才

須 藤 愛 佳 ニンニク廃棄部位を原料とするセルロースハ
イドロゲルの調製とその金属イオン吸着能力 菊地　康昭

平 　 賢 知 Connarus単離物の変異原性抑制機構の解析 川口　恵未

沼 沢 花 夏 アルミナ担持ニッケル触媒による のメタ
ネーション反応 長谷川　章

根 城 響 子 無電解超薄膜Niめっき被膜の作製 松本　克才

福 田 知 子 ヒノキチオール認識能を有するホスト分子含
有高分子膜の開発 菊地　康昭

宮 﨑 悠 聡 無機資源充填ポリオキサゾリングラフト化PS
フィルム調製手法の検討 佐藤久美子

類 家 忠 大 アーク放電を用いたフラーレン合成装置の開発 齊藤　貴之

和 田 基 マイクロバブルによるマンガン系酸化物の合
成と電極特性 門磨　義浩

秋 山 琴 見 サブトラクティブ法による微細回路形成 松本　克才

石 上 柊 月 PMeOZOテレケリックスによるプラズマ処理
済銅板の親水性向上 佐藤久美子

伊 藤 璃 央 アーク放電を用いた炭素材料合成への水素分
圧変化における効果 齊藤　貴之

大　宮　瑠々美 ナノチタニア触媒を用いた逆シフト反応触媒
の調製とその特性化 長谷川　章

川 島 　 成 ゼロ価鉄による水中硝酸イオン還元反応 小船茉理奈

後 藤 希 望 チタン置換マンガン系酸化物の電極特性の組
成依存性 門磨　義浩

小 森 勇 真 紅藻マツノリに由来する抗菌化合物の探索 金子　賢介

下 田 華 仙 本間　哲雄

鈴 木 清 太 山本　　歩

髙 木 幹 太 山本　　歩

中野渡　泰　輝 旋回流れ場におけるアルミニウム溶湯中介在
物の分離挙動解析 新井　宏忠

中 村 月 担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元
反応における反応温度の影響 小船茉理奈

西 川 淳 史 紅藻フジマツモ由来化学成分の構造解析 金子　賢介

早 坂 来 翔 山本　　歩

樋 口 花 菜 阿房宮エキスによる蛍光性AGEの生成抑制効果 川口　恵未

母良田　竜ノ介 . を活用した紅藻ウラソゾ由来新規臭
素化酵素の探索 金子　賢介

米 田 唯 愛 本間　哲雄

真 坪　克　弥 担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元
反応における還元条件の影響 小船茉理奈

松 橋 尚 哉 B16メラノーマ細胞における食用菊のメラニ
ン形成抑制効果 川口　恵未

テ ン メ ー 山本　　歩

学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

飯 田 璃 咲 丸岡　　晃

今 泉 有 人 庭瀬　一仁

上 條 陽 也 下水処理場の抗生物質耐性大腸菌の実態調査と
耐性菌の薬剤耐性数による塩素消毒効果の把握 李　　善太

上　條　日菜子 八戸市におけるウォーカブル推進事業の課題と
展望 河村　信治

蛯 名 喜 子 馬淵川における洪水時の流況解析 南　　將人
加 藤 颯 人 熊本県熊本地方の地震における周期特性の検討 杉田　尚男
金　濱　健太朗 熊本県熊本地方の地震における方向性の検討 杉田　尚男

川 原 大 和 無機系多孔質発泡軽量資材の骨材利用による
廃ガラス資源循環に関する基礎研究 庭瀬　一仁

佐々木　ゆのか 中空ねじり試験機による飽和硅砂７号の繰返
し変形特性と再液状化評価 清原　雄康

佐々木　　　来 地震時におけるしらす土粒子の摩耗が盛土崩
壊に及ぼす影響 清原　雄康

杉 本 梨 夢 施工後19年経過したしらす盛土の降雨時浸透
特性と再現解析 清原　雄康

高　橋　悠太郎 赤潮移流拡散解析のデータ圧縮と ベース
での可視化 丸岡　　晃

髙 山 夏 姫 李　　善太

玉 熊 義 貴 庭瀬　一仁

出 町 悠 資 杉田　尚男

土 岐 翔 洋 丸岡　　晃

豊 坂 雄 斗 南　　將人

豊 村 征 紀 丸岡　　晃

中 野 拓 磨 小川原湖における水質変化に関する考察 藤原　広和

端 本 　 蓉 藤原　広和

畠 山 琴 羽 河村　信治

畠 山 櫻 子 ファージによる下水処理過程での薬剤耐性菌
制御の実用化に向けた基礎検討 李　　善太

樋 口 志 保 青森県地域におけるAMeDAS観測データを用
いた積雪トレンドの分析 藤原　広和

山 上 東 志 杉田　尚男

山 道 心 真 南　　將人

間 　 俊 輔 中泊町における繁柱式板倉の分布と歴史的価値 馬渡　　龍
及 川 紗 栄 日本の中高層木造建築の実態に関する研究 金　　善旭
小 原 叶 夢 八戸市の小中学校配置の現状と適正配置の課題 馬渡　　龍

葛 西 綾 乃 馬渡　　龍

工　藤　真奈実 ソーシャルメディアにみる八戸市美術館の評価 馬渡　　龍

後 藤 茉 璃 三沢地域における米軍ハウスの特徴に関する
研究~生産面に着目して~ 金　　善旭

佐々木　あゆな 青森県の住宅における水害の研究 金　　善旭

佐　藤　功治朗

鈴 木 颯 人

野 口 滉 稀 地域型グリーン化事業からみる秋田県の住宅
生産体制に関する研究 金　　善旭

ビ ー ム 中泊町における繁柱式板倉の建築的特徴 馬渡　　龍

地域産業等への技術協力・助言
 

奨学寄附金、受託研究、共同研究はもとより、地域テクノセンターを窓口にして、企業・地方公

共団体等からの依頼に応じて、技術指導・協力・助言を行っております。

【 機械・医工学コース 】

・3 ユニット型配電線移動ロボットに関する研究

・高振動フレッティング摩擦に関する研究

・極低温硬さ測定に関する研究

・音響理論に基づく内燃機関の吸排気騒音の解析

・傾斜面における水潤滑走体の速度について

・ロール紙芯管に取りつけた口金の衝撃圧縮荷重に対する補強効果

・加振機による製品に対する振動の影響に関する試験

・食肉用ポリ袋のシール部における衝撃強度に関する研究

・AutoCAD の利用法に関する助言

・ウォータージェットによるレゾルバ切断の可能性について

・ウォータージェットによる回路基板の分別回収について

・ホタテ養殖網の洗浄について

・ウォータージェットによる微細溝加工の可能性について

・ウォータージェットによる曲面の木目出しについて

・原子炉用構造材料の中性子照射損傷に関して

・燃焼機器・燃焼技術に関する助言

・風力・太陽光中規模ハイブリッド発電システムの研究開発

（機械機構詳細設計）

・トラックボールの摩耗に関する助言

【 電気情報工学コース 】

・薄膜化による新しい機能を持った材料の開発

・神楽の採譜に関する基礎検討

・3 素子形発振回路の発振モードの安定化

・サーボモータの振動制御に関する検討

・IC・半導体部品の故障診断技術

・無線センサネットワークによる遠隔地からの計測技術

・自動車整備におけるエレクトロニクス・情報技術に関する研究

・PIC マイコンを用いたタイムレコーダーの開発

・海女 潜水 仮想体験学習システム開発に関する研究

・携帯電話を用いた在庫管理と安否確認に関する研究

【 マテリアル・バイオ工学コース 】

・野菜スープの発癌抑制作用に関する研究

・鉱滓の地盤材料としての液状化抵抗性に関する研究

・海産物由来の廃棄物の有効利用並びに超臨界二酸化炭素を用いた有用成分の抽出

・新規な高分子の合成並びに既存高分子の高機能化

・各種の触媒の開発と評価

・バイオマスガス化装置の運転条件について

・企業の英字パンフレットの作成 総合科学科と共同

・材料の耐熱性に関する評価
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・廃車からの金属回収

・ニンニク廃棄部位からのガーリックオイルの回収

・包接現象を利用したガーリックオイルのパウダー化

・メグルミンのホルムアルデヒドに対するスカベンジャー機能について

・水産物からの有臭物質の除去について

・環境水等の各種試料中の超微量物質の計測

・製品混入不純物等の有機化学物質の分析

・機能性 PVC シートの作成に関する再現性の検証

・高分子材料製品の劣化に関する分析

・食品の乾燥技術とその利用方法

・青森県産食材の機能性・成分分析

・農水産物の発酵食品等への利活用について

・親水性ポリマーの乾燥に関する検討

・金属中における酸素、二酸化炭素の拡散に関する MD 計算

・超臨界水中での塩析出に関する MD 計算

・格子ボルツマン法を使った水 二酸化炭素系における数値流体力学計算に関する検討

【 環境都市・建築デザインコース 】

《土木分野》

•河口密度流の混合特性に関する研究

•現地計測による河川・湖沼の水理・水質特性に関する研究

•ヤマトシジミの生息・発生状況に関する研究

•生理的活性のある指標細菌の計測

•活性汚泥モデルによる廃水処理プロセスの解析

•有機性廃棄物の有効利用

•消毒技術の再評価

･合流式下水道緊急改善事業事後評価

•波力発電の活用に関する研究

•木質バイオマスの利活用に関する研究

•潜堤周辺の波浪場の解析と海岸侵食防止への適用

•有限要素法による数値流体解析

•数値流体解析の風工学に対する適用

•画像処理による耐候性鋼材のさび外観評価レベルの判別方法に関する研究

•画像処理による冬季路面状況検知システムの開発

•常時微動測定に基づく構造物と地盤の振動特性

･地震時・降雨時の火山灰質土からなる地盤の力学的挙動

•薬液注入による地盤改良，液状化対策

•河川護岸工法に関する助言

•既設杭の撤去方法に関する助言

•コンクリート構造の耐久設計に関する研究

•人工バリアの長期状態評価に関する研究

•放射性廃棄物の封じ込めシステムの構築

•地中の熱伝導，地中熱の有効利用

•病原微生物（細菌、ウイルス）の検出及び除去方法に関する研究

•下水・廃水の再利用に関する研究

•水環境中の微生物汚染源の把握に関する調査・研究

《建築分野》

•小中一貫校の設計監修と建築計画に関する研究

•公共施設の設計監修と建築計画に関する研究

•省エネ住宅の設計（新築・リフォーム）と室内環境調査

•建築物の省エネ化に関する設計監修と室内環境調査

•室内環境（温度・湿度・CO2・PM）の測定調査と改善計画の提案

•小規模住宅生産者と地域住宅生産システムに関する研究

•木造住宅・建築の耐震診断、劣化診断

•文化財建造物の耐震診断

•文化財建造物の保存修復に関する研究

•海外住宅生産に関する調査・研究

•東アジアの仏教寺院の伽藍配置と平面構成に関する研究

•青森県内の歴史的建造物に関する実測調査および研究

【 総合科学教育科 】

・古建築の年代判定および実測図の作成

・文献史料および考古学による発掘成果を用いた中近世城郭建築の復元考証

・水耕栽培したニンニクの化学成分の分析

・ニンニク茎を原料とするセルロースハイドロゲルの合成検討

・トマトに含まれる抗酸化力を有するリコペンの含有量分析

・ニンニク廃棄部位からのガーリックオイルの回収

・包接現象を利用したガーリックオイルのパウダー化

・メグルミンのホルムアルデヒドに対するスカベンジャー機能について

・水産物からの有臭物質の除去について

・八戸市ブッククーポン事業における児童書推薦と広報・小学校における出前授業 
・八戸市ブックセンターにおけるアカデミック・トーク講師（英文学関連） 
・ヤングアダルト向け読書案内の執筆 
・自治体の地方創生総合戦略策定の検討・助言 
・青森県環境計画策定の検討（景観学習・ESD の観点から） 
・青森県および八戸市の景観行政への助言（景観学習） 
・防災士養成講座講師（ボランティア・地域復興関連） 
・八戸市中心市街地活性化および文化振興関係行政への助言（地方活性化） 
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•建築物の省エネ化に関する設計監修と室内環境調査

•室内環境（温度・湿度・CO2・PM）の測定調査と改善計画の提案

•小規模住宅生産者と地域住宅生産システムに関する研究

•木造住宅・建築の耐震診断、劣化診断

•文化財建造物の耐震診断

•文化財建造物の保存修復に関する研究

•海外住宅生産に関する調査・研究

•東アジアの仏教寺院の伽藍配置と平面構成に関する研究

•青森県内の歴史的建造物に関する実測調査および研究

【 総合科学教育科 】

・古建築の年代判定および実測図の作成

・文献史料および考古学による発掘成果を用いた中近世城郭建築の復元考証

・水耕栽培したニンニクの化学成分の分析

・ニンニク茎を原料とするセルロースハイドロゲルの合成検討

・トマトに含まれる抗酸化力を有するリコペンの含有量分析

・ニンニク廃棄部位からのガーリックオイルの回収

・包接現象を利用したガーリックオイルのパウダー化

・メグルミンのホルムアルデヒドに対するスカベンジャー機能について

・水産物からの有臭物質の除去について

・八戸市ブッククーポン事業における児童書推薦と広報・小学校における出前授業 
・八戸市ブックセンターにおけるアカデミック・トーク講師（英文学関連） 
・ヤングアダルト向け読書案内の執筆 
・自治体の地方創生総合戦略策定の検討・助言 
・青森県環境計画策定の検討（景観学習・ESD の観点から） 
・青森県および八戸市の景観行政への助言（景観学習） 
・防災士養成講座講師（ボランティア・地域復興関連） 
・八戸市中心市街地活性化および文化振興関係行政への助言（地方活性化） 
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主 な 試 験 ・ 分 析 機 器

機器の利用が可能です。機器の性能、利用可能時期等担当者にお問い合わせください。
 
 
【 地域テクノセンター 】

機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

走査型電子顕微鏡 日立製作所 Ｓ－３０００Ｎ 古谷 一幸

電界放出形分析走査電子顕微鏡 日本電子， 古谷 一幸

スパッタリング装置 ［バッチ式］ 日本真空 ＳＨ－３５０Ｌ－Ｔ０６ 中村 嘉孝

ＳＰＤ薄膜形成装置 メイク Ⅱ 中村 嘉孝

熱分析システム
ＳＩＩ ＴＧ ＤＴＡ７３００

日本電子 ＪＭＳ－Ｑ１０５０ＧＣ
齊藤 貴之

Ｘ線回折装置 リガク ＲＩＮＴ－ＵｌｔｉｍａⅢ 齊藤 貴之

蛍光Ｘ線分析装置 リガク Ｓｕｐｅｒｍｉｎｉ 齊藤 貴之

ＩＣＰ発光分光分析装置
スペクトロ（日立ハイテクサイエンス）

ＳＰＣＴＲＯ ＡＲＣＯＳ
齊藤 貴之

レーザーラマン顕微鏡システム レニショー 齊藤 貴之

円二色性分散分光装置 日本分光 Ｊ－１５００ＣＤＦ 菊地 康昭

【 機械・医工学コース 】

機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

油圧サーボ式疲労試験システム インストロン ± （ ～ ℃） 武尾 文雄

渦流探傷器 電子磁気 ＭＴ－４Ｇ５０ 武尾 文雄

油圧万能試験機 東京衡機試験機 ５００ｋＮ 武尾 文雄

衝撃試験機 東京衡機 シャルピー式 ３０ｋｇｍ 武尾 文雄

精密万能試験機 島津 オートグラフ 武尾 文雄

全自動高温度マッフル炉 イスズ ＭＲＢ—２２ＵＨ 古谷 一幸

教育用 システム 、 村山 和裕

内燃機関性能総合試験装置 メガケム ＭＰ－１５０ 村山 和裕

振動試験機 ＩＭＶ ｍ１２０／ＭＡ１ 黒沢 忠輝

水力総合実験装置 東京メータ 沢村 利洋

デジタルオシロスコープ テクシオ・テクノロジー 郭 福会

スペクトラムアナライザ エンジニアリング株式会社 郭 福会

流量液面自動制御実験装置 昭和電業 ＳＰＣ－３１５ＰＣ／ｓ 郭 福会

高精度 装置 自作 郭 福会

表面粗さ測定器 小坂研究所 α 田口 恭輔

ＣＮＣ旋盤 森精機 Ｄｕｒａ Ｔｕｒｎ ２０５０
ものづくり

センター

ＣＮＣフライス盤 静岡鉄工
ものづくり

センター

円筒研削盤 シギヤ精機 ＧＰ－３０Ｂ・４０Ａ
ものづくり

センター

軸加工教育実習システム
ものづくり

センター

精密平面研削盤 岡本工作 ＰＳＧ－５２ＤＸ
ものづくり

センター

ＮＣフライス盤 山崎技研 ＹＺ－３５０ＮＣＲ
ものづくり

センター

立型マシニングセンタ
ものづくり

センター

ワイヤーカット放電加工機 ソディック ＡＱ４００Ｌ
ものづくり

センター

型彫り放電加工機 ソディック ＡＧ４０Ｌ
ものづくり

センター

ＮＣ装置付き旋盤 大日金属工業 ＤＬ５３０
ものづくり

センター

レーザー加工機 トロテック Ｓｐｅｅｄｙ３００
ものづくり

センター

マニュアル画像測定機 ミツトヨ ＱＳ－Ｌ３０１７ＺＢ
ものづくり

センター

【 電気情報工学コース 】

機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

ＲＦマクネトロンスパッタリング装置 アルバック ＭＵ－ＥＣＯ－Ｃ特 中村 嘉孝

ＲＦマクネトロンスパッタリング装置 日電バリアン ＦＰ－４６ 中村 嘉孝

ＤＣマクネトロンスパッタリング装置 自作 中村 嘉孝

ガス導入口付プログラム電気炉 ＩＳＵＺＵ ＡＣＳ－Ａ 中村 嘉孝

薄膜作製装置 株式会社マイクロフェーズ、 中村 嘉孝

水素発生装置 中村 嘉孝

インピーダンスアナライザ 桑木エレクトロニクス ６５１５Ｂ 野中 崇

オーディオアナライザ 野中 崇

モーションキャプチャソフトウェア サイエンス 細川 靖
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スペクトラムアナライザ エンジニアリング株式会社 郭 福会

流量液面自動制御実験装置 昭和電業 ＳＰＣ－３１５ＰＣ／ｓ 郭 福会

高精度 装置 自作 郭 福会

表面粗さ測定器 小坂研究所 α 田口 恭輔

ＣＮＣ旋盤 森精機 Ｄｕｒａ Ｔｕｒｎ ２０５０
ものづくり

センター

ＣＮＣフライス盤 静岡鉄工
ものづくり

センター

円筒研削盤 シギヤ精機 ＧＰ－３０Ｂ・４０Ａ
ものづくり

センター

軸加工教育実習システム
ものづくり

センター

精密平面研削盤 岡本工作 ＰＳＧ－５２ＤＸ
ものづくり

センター

ＮＣフライス盤 山崎技研 ＹＺ－３５０ＮＣＲ
ものづくり

センター

立型マシニングセンタ
ものづくり

センター

ワイヤーカット放電加工機 ソディック ＡＱ４００Ｌ
ものづくり

センター

型彫り放電加工機 ソディック ＡＧ４０Ｌ
ものづくり

センター

ＮＣ装置付き旋盤 大日金属工業 ＤＬ５３０
ものづくり

センター

レーザー加工機 トロテック Ｓｐｅｅｄｙ３００
ものづくり

センター

マニュアル画像測定機 ミツトヨ ＱＳ－Ｌ３０１７ＺＢ
ものづくり

センター

【 電気情報工学コース 】

機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

ＲＦマクネトロンスパッタリング装置 アルバック ＭＵ－ＥＣＯ－Ｃ特 中村 嘉孝

ＲＦマクネトロンスパッタリング装置 日電バリアン ＦＰ－４６ 中村 嘉孝

ＤＣマクネトロンスパッタリング装置 自作 中村 嘉孝

ガス導入口付プログラム電気炉 ＩＳＵＺＵ ＡＣＳ－Ａ 中村 嘉孝

薄膜作製装置 株式会社マイクロフェーズ、 中村 嘉孝

水素発生装置 中村 嘉孝

インピーダンスアナライザ 桑木エレクトロニクス ６５１５Ｂ 野中 崇

オーディオアナライザ 野中 崇

モーションキャプチャソフトウェア サイエンス 細川 靖
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組み込み技術教育用設計・演習システム カメレオン ・ ラニング 細川 靖

磁界曝露レベルテスタ 佐藤 健

低周波磁界測定器 佐藤 健

ポケット型アラームモニタ 佐藤 健

 
【 マテリアル・バイオ工学コース 】

機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

ゲル透過クロマトグラフ 東ソー ＨＬＣ－８３２０ＧＰＣ 佐藤久美子

管摩擦実験装置 東京メータ ＦＣＦ－２０００Ｓ 本間 哲雄

超遠心分離機 日立 ＣＳ１００ＦＸ 山本 歩

デジタル旋光計 日本分光 ＤＩＰ－１０００ 佐藤久美子

ｐＨメータ 堀場・東亜 千葉 憲一

高級システム金属顕微鏡 ＯＬＹＭＰＵＳ ＢＸ６０Ｍ 齊藤 貴之

高精度ガス吸着量測定装置 日本ベル ＢＥＬＳＯＲＰ－ＭＡＸ 齊藤 貴之

フーリエ変換赤外線分光光度計 日本分光 ＦＴ／ＩＲ－６２００Ｖ ＳＴ 齊藤 貴之 

紫外可視分光光度計 日本分光 Ｖ－６５０ 齊藤 貴之 

走査型プローブ顕微鏡 日本電子 ＪＳＰＭ ５２００ 齊藤 貴之

触媒分析装置 日本ベル ＢＥＬＣＡＴ Ｂ 齊藤 貴之

ミクロ天秤 メトラー 川口 恵未

連続式超臨界水反応装置 自作 本間 哲雄

溶融塩浴加熱実験装置 東栄科学産業 特注 本間 哲雄

無脈流型送液ポンプ エイクラフト製 特注 本間 哲雄

自動注入装置付ガスクロマトグラフ 製 本間 哲雄

真空凍結乾燥器 製 本間 哲雄

量子化学計算パッケージ 製 本間 哲雄

超高速収束分析計 製 本間 哲雄

サーマルサイクラー 製 山本 歩

μ 分光光度計 製 山本 歩

超音波発生装置 製 山本 歩

位相差蛍光顕微鏡 製 山本 歩

ケミルミイメージャー 山本 歩

細胞数計測装置 サーモフィッシャー Ⅱ 山本 歩

マイクロプレートリーダー コロナ 山本 歩

金属顕微鏡 ニコン， 松本 克才

形状測定レーザーマイクロスコープ キーエンス ＶＫ－Ｘ１００ 松本 克才

核磁気共鳴装置 日本電子 ＥＣＸ４００ 佐藤久美子

全自動表面解析システム（接触角計，表面張力

計）
協和界面 ＤＭ－７０１，ＤＹ－７００ 佐藤久美子

精密粒度分布測定装置 ベックマン・コールター 新井 宏忠

高速度カメラ  解析ソフト 流体計測ソフトウェア 新井 宏忠

前処理ワークベンチ 製 本間 哲雄

ガスクロマトグラフ 質量分析計 製 本間 哲雄

流動解析ソフト 新井 宏忠

【 環境都市・建築デザインコース 】
機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

ひずみ測定器 東京測器研究所 データロガー 杉田 尚男 

コンクリート凍結融解試験装置 マルイ 空冷水中融解方式 庭瀬 一仁 

引き抜き試験機 山本打重機 ＬＰＴ－１５００ 庭瀬 一仁 

新・コンクリート気泡解析システム マルイ 型 コンクリート気泡測定用 庭瀬 一仁 

モルタル・コンクリート物性測定装置 マルイ 、他 庭瀬 一仁 

構造解析万能材料試験装置 鷲宮製作所 ＬＳＴ－２０Ｓ型 杉田 尚男 

サーボモータ式プランジャー型造波機 東京計測 南 將人 

３次元流速測定装置 ＡＤＶ（３Ｄ） 南 將人 

容量式波高計 東京計測 ＨＡ－１１０６ 南 將人 

接触式砂面計 東京計測 ＨＩ－１２０１ 南 將人 

水質環境測定システム（直読式総合水質計） ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ ＡＡＱ－ＲＩＮＫＯ 藤原 広和 

水質環境測定システム（多波長励起蛍光光度計） ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ 藤原 広和 

ＧＮＳＳ測量システム ﾄﾌﾟｺﾝ・ｿｷｱ 他 藤原 広和
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位相差蛍光顕微鏡 製 山本 歩

ケミルミイメージャー 山本 歩

細胞数計測装置 サーモフィッシャー Ⅱ 山本 歩

マイクロプレートリーダー コロナ 山本 歩

金属顕微鏡 ニコン， 松本 克才

形状測定レーザーマイクロスコープ キーエンス ＶＫ－Ｘ１００ 松本 克才

核磁気共鳴装置 日本電子 ＥＣＸ４００ 佐藤久美子

全自動表面解析システム（接触角計，表面張力

計）
協和界面 ＤＭ－７０１，ＤＹ－７００ 佐藤久美子

精密粒度分布測定装置 ベックマン・コールター 新井 宏忠

高速度カメラ  解析ソフト 流体計測ソフトウェア 新井 宏忠

前処理ワークベンチ 製 本間 哲雄

ガスクロマトグラフ 質量分析計 製 本間 哲雄

流動解析ソフト 新井 宏忠

【 環境都市・建築デザインコース 】
機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

ひずみ測定器 東京測器研究所 データロガー 杉田 尚男 

コンクリート凍結融解試験装置 マルイ 空冷水中融解方式 庭瀬 一仁 

引き抜き試験機 山本打重機 ＬＰＴ－１５００ 庭瀬 一仁 

新・コンクリート気泡解析システム マルイ 型 コンクリート気泡測定用 庭瀬 一仁 

モルタル・コンクリート物性測定装置 マルイ 、他 庭瀬 一仁 

構造解析万能材料試験装置 鷲宮製作所 ＬＳＴ－２０Ｓ型 杉田 尚男 

サーボモータ式プランジャー型造波機 東京計測 南 將人 

３次元流速測定装置 ＡＤＶ（３Ｄ） 南 將人 

容量式波高計 東京計測 ＨＡ－１１０６ 南 將人 

接触式砂面計 東京計測 ＨＩ－１２０１ 南 將人 

水質環境測定システム（直読式総合水質計） ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ ＡＡＱ－ＲＩＮＫＯ 藤原 広和 

水質環境測定システム（多波長励起蛍光光度計） ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ 藤原 広和 

ＧＮＳＳ測量システム ﾄﾌﾟｺﾝ・ｿｷｱ 他 藤原 広和
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３次元スキャナ ﾄﾌﾟｺﾝ・ｿｷｱ 藤原 広和 

コンパクトゼータ電位測定装置 マイクロテック・ニチオン 清原 雄康 

土の繰返し三軸試験装置 誠研舎 清原 雄康 

小型振動台 誠研舎 清原 雄康 

中空ねじりせん断試験装置 誠研舎 清原 雄康 

万能試験機 島津製作所 型（最大負荷能力 ） 杉田 尚男

耐破壊型コンプレッソメーター
東京測器研究所 円柱供試体 φ × 用耐

破壊型
杉田 尚男

コンプレッソメーター 東京測器研究所 円柱供試体 φ × 用 杉田 尚男

骨材用赤外線水分計 ケツト科学研究所 杉田 尚男 

全自動コンクリート圧縮試機 島津製作所 （最大容量 ） 杉田 尚男 

微生物分離培養システム

日 立 安 全 キ ャ ビ ネ ッ ト Ⅱ

パナソニックヘルスケア インキュベーター 李 善太 

小型レーザー加工機 馬渡 龍

赤外線サーモグラフィー 馬渡 龍

サーマル水分計 馬渡 龍

 
 
【 総合科学教育科 】

機 器 名 称 メーカー名・規格 担当者

分光蛍光光度計 日本分光製 ＦＰ－８３００ＳＴ 菊地 康昭

紫外可視分光光度計 日本分光製 Ｖ－６３０ 菊地 康昭

卓上型超音波洗浄機 ｼｬｰﾌﾟﾏﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ ＵＴ－３０６Ｈ 菊地 康昭

高速液体クロマトグラフィー 島津製 ＬＣ－１０型分析セット 菊地 康昭

高速液体クロマトグラフィー 日本分光製 ＰＵ－９８０型分析セット×２セット 菊地 康昭

ガスクロマトグラフィー 島津製 ＧＣ－８Ａ 菊地 康昭

 

 令和   年  月  日 

技術相談申込書
 
八戸工業高等専門学校長 殿 

  
下記のとおり技術相談を申込みます。 

記  

申 
 
込 
 
者 

企業名等  

役 職  
      

氏 名 印 

住 所  

電 話  

  liam-E

担当教職員の希望 □ 有  （担当教職員名：       ）  
□ 無 

相談内容 

具体的にご記入ください。 
 
 
 
 
 
 

 
 次の事項について，ご確認の上，同意いただける場合は，レをご記入願います。 

秘 密 保 持 
□ 技術相談の経過において，担当教職員よりノウハウ等の提供を受けた場合，秘密保持 

契約を締結することに同意する。 
※同意いただけない場合，技術相談を実施することができないことがあります。 

知的財産の取扱い 
□ 技術相談の経過又は結果，担当教職員の寄与により知的財産が生じた場合，当校へ書面

にて通知することに同意する。 
  ※同意いただけない場合，技術相談を実施することができないことがあります。 

※様式は八戸高専のホームページからダウンロードできます。 
 

技術相談料金表
相談回数  金額 備考 

１回目 無料  
２回目以降 １時間につき５，４００円（消費税含む）  

 
※八戸工業高等専門学校産業技術振興会会員企業は，２回目以降も無料とする。 
 相談企業が八戸工業高等専門学校産業技術振興会に入会することになった場合，その回の技術相談から無料とする。 
 共同・受託研究を行うこととなった場合，その回の技術相談から無料とする。 

八戸工業高等専門学校 地域テクノセンター 〒039-1192 八戸市大字田面木字上野平16番地1 

     総務課 地域連携係 TEL ：0178-27-7239 FAX：0178-27-9379 mail : renkei-o@hachinohe-ct.ac.jp 
問い合わせ先
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 令和   年  月  日 

技術相談申込書
 
八戸工業高等専門学校長 殿 

  
下記のとおり技術相談を申込みます。 

記  

申 
 
込 
 
者 

企業名等  

役 職  
      

氏 名 印 

住 所  

電 話  

  liam-E

担当教職員の希望 □ 有  （担当教職員名：       ）  
□ 無 

相談内容 

具体的にご記入ください。 
 
 
 
 
 
 

 
 次の事項について，ご確認の上，同意いただける場合は，レをご記入願います。 

秘 密 保 持 
□ 技術相談の経過において，担当教職員よりノウハウ等の提供を受けた場合，秘密保持 

契約を締結することに同意する。 
※同意いただけない場合，技術相談を実施することができないことがあります。 

知的財産の取扱い 
□ 技術相談の経過又は結果，担当教職員の寄与により知的財産が生じた場合，当校へ書面

にて通知することに同意する。 
  ※同意いただけない場合，技術相談を実施することができないことがあります。 

※様式は八戸高専のホームページからダウンロードできます。 
 

技術相談料金表
相談回数  金額 備考 

１回目 無料  
２回目以降 １時間につき５，４００円（消費税含む）  

 
※八戸工業高等専門学校産業技術振興会会員企業は，２回目以降も無料とする。 
 相談企業が八戸工業高等専門学校産業技術振興会に入会することになった場合，その回の技術相談から無料とする。 
 共同・受託研究を行うこととなった場合，その回の技術相談から無料とする。 

八戸工業高等専門学校 地域テクノセンター 〒039-1192 八戸市大字田面木字上野平16番地1 

     総務課 地域連携係 TEL ：0178-27-7239 FAX：0178-27-9379 mail : renkei-o@hachinohe-ct.ac.jp 
問い合わせ先
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八戸工業高等専門学校地域テクノセンター

組 織

┌─ 教 育 研 究 部
│ ・受 託 研 究

センター長 ── ┤ ・共 同 研 究
│ │ ・技 術 協 力
│ │ ・技 術 指 導

センター委員会 │
├─ 産 学 交 流 部
│ ・産 業 技 術 振 興 会
│ ・受 託 試 験
│
├─ 教 育 研 究 支 援 セ ン タ ー
│
└─ 事 務 部

センター委員［令和５年度］

［ダイヤルイン － 内線番号 ］

〈センター長〉

南 將人 （ ）

〈副センター長〉

森 大祐 （ ）

〈副センター長〉

河村 信治（ ）

〈産学交流・キャリア教育支援コーディネータ〉

工藤 憲昌（ ）

〈産学交流・キャリア教育支援コーディネータ〉

阿部 孝悦 （ ）
秋田 敏宏 （ ） 齊藤 貴之（ ） 馬渡 龍 （ ）

橋本 美佐子（ ） 千葉 憲一 （ ）

＜編集後記＞

ここに地域テクノセンター報第32号をお届けい

たします。巻頭言は、土屋範芳校長の「地域社会へ

のさらなる貢献を目指して—地域テクノセンターの

役割—」です。

巻頭言に続き新たに迎え入れた6名の新任教員

（総合科学教育科3 名、電気情報工学コース2 名、

環境都市・建築デザインコース1名）の研究内容を

紹介しております。

令和4年度に実施された外部資金による研究は、

科学研究費補助金33件、共同研究11件、受託研究

3件の計47件となっております。

令和4年度の八戸高専公開講座実施状況を掲載し

ております。令和3年度は、前年度に続く新型コロ

ナウイルスの問題で、多くの行事を中止または縮小

せざるを得ませんでした。公開講座も中止せざるを

得ず当初の計画通りには実施できない状況が続きま

した。しかし、令和4年度は新型コロナウイルスの

感染対策も新しい段階を迎え、実施日の変更等はあ

りましたが当初計画していた講座を全て実施するこ

とが出来ました。

あわせて本校教職員の教育・研究活動、主要な試

験・分析機器リストも掲載しております。八戸高専

産業技術振興会会員の皆様をはじめ、産学官金関係

各位におかれましては、研究内容や各機器について、

お気軽にお問い合わせください。

本校は、これからも教育研究活動を通じ、地域社

会の皆様への貢献に努めてまいります。皆様におか

れましては、本校の教育研究活動や地域テクノセン

ターの活動について、率直なご意見、ご助言をいた

だけましたら幸いです。また、皆様には日頃からイ

ンターンシップや就職等におきまして多大なるご支

援をいただいております。深く感謝申し上げるとと

もに、今後ともご協力、ご支援賜りたく存じます。

末筆となりますが、お忙しいところ執筆などでご

協力いただきました教職員の皆様に心から御礼申し

あげます。

（副センター長：森 大祐）
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